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月
8

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

8
月
26
日（
土
）・8
月
27
日（
日
）

１０
日（
木
）・18
日（
金
）・30
日（
水
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

８
日（
金
）・２０
日（
水
）・２８
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

町
県
民
税（
第
２
期
）、

国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）、

介
護
保
険
料（
第
２
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
２
期
）

納
期
限
は
い
ず
れ
も
８
月
３１
日

（
木
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

8
月
の
支
払
日

9
月
の
支
払
日

有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　12）
（　 6）
（　 6）
（　 0）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,721人
3,822人
3,899人
3,334世帯

転入  5人/  出生 4人
転出  14人/  死亡 7人

（7月1日現在）

（6月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

小金澤　と　 し

石 井　洋　雄

土 谷　幸　男

長 岡　義　明

佐 藤　利　夫

荻 野　　茂

（雄　司）

（　裕　）

（　収　）

（功　治）

（秀　幸）

（英　雄）

上青倉

旭町

土谷沢

大平

西野牧

横間

地　区
ご出産おめでとうございます

福田　澪音 　 （翼・有希子）  中　央

黒澤　七瀨 　 （福富・博美）  下　町

（保護者）出　生　児
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明治30年開業の上信電鉄。蚕種、石灰、
集団就職の金の卵、通学、上京、帰省・・・
たくさんのモノとヒトと想い出を運び、
今日もゴトゴト揺れながら走り続けています。

明治30年開業の上信電鉄。蚕種、石灰、
集団就職の金の卵、通学、上京、帰省・・・
たくさんのモノとヒトと想い出を運び、
今日もゴトゴト揺れながら走り続けています。 下仁田町下仁田町

広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙

２０１７年　８月　No７３６

有料広告募集中有料広告募集中

百
二
十
年
の
歴
史
を
持
つ
鉄
路
。
そ
の
存
在
に
感
謝
。

百
二
十
年
の
歴
史
を
持
つ
鉄
路
。
そ
の
存
在
に
感
謝
。

Shimonita
Pride in
上信電鉄

Shimonita
Pride in
上信電鉄

下仁田こんにゃく夏祭り割引券下仁田こんにゃく夏祭り割引券下仁田こんにゃく夏祭り割引券
■お願い■　「商工会青年部ブース」で使用できます。夏祭り当日に限ります。■お願い■　「商工会青年部ブース」で使用できます。夏祭り当日に限ります。

問い合わせ先
旭町親睦会（堀口好一）
☎0274-82-3269

イベント情報イベント情報

期　日
時　間
場　所

主　催
内　容

期　日
時　間
場　所

主　催
内　容

平成２９年８月６日（日）
午後１３時３０分～２０時
旭町中央通り
（上信電鉄下仁田駅から徒歩１分）
旭町親睦会
天空フルーツ流し・
カキ氷早食い大会・輪投げ
・千本くじ・本格射的ゲーム
■露天　焼き鳥・から揚げ
・焼きそば

平成２９年８月６日（日）
午後１３時３０分～２０時
旭町中央通り
（上信電鉄下仁田駅から徒歩１分）
旭町親睦会
天空フルーツ流し・
カキ氷早食い大会・輪投げ
・千本くじ・本格射的ゲーム
■露天　焼き鳥・から揚げ
・焼きそば

旭町七夕まつり旭町七夕まつり 下仁田こんにゃく夏祭り下仁田こんにゃく夏祭り
期　日
時　間
場　所
主　催
内　容

期　日
時　間
場　所
主　催
内　容

平成２９年８月14日（月）
午後１３時～２１時
こんにゃく広場
下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会
こんにゃく手作り体験（無料）
冷やしこんにゃくサービス（無料）
流しこんにゃくそうめん
打ち上げ花火 等

平成２９年８月14日（月）
午後１３時～２１時
こんにゃく広場
下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会
こんにゃく手作り体験（無料）
冷やしこんにゃくサービス（無料）
流しこんにゃくそうめん
打ち上げ花火 等

問い合わせ先
下仁田町商工観光課商工観光係内

☎0274-64-8805

クーポン内容 クーポン内容
からあげ
50円引き
からあげ
50円引き

クーポン内容
やきそば
50円引き
やきそば
50円引き

切り取り線切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線切り取り線

シャリシャリカルピス
50円引き
シャリシャリカルピス
50円引き
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　現
地
で
は
、
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

支
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
、
避
難
所
へ
の

配
送
業
務
を
う
き
は
市
職
員
と
連
携
し
行

い
ま
し
た
。

　長
靴
、
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
、
衣
類
を
は
じ

め
、
町
民
の
皆
様
か
ら
数
多
く
の
支
援
物

資
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
ご
厚
意
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　支
援
物
資
は
う
き
は
市
役
所
へ
7
月
13

日
（
木
）
に
届
け
、
順
次
避
難
所
等
へ
配

送
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　町
で
は
、
7
月
10
日
（
月
）
か
ら
被
災

地
に
対
し
て
の
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　お
預
か
り
し
た
浄
財
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
、
被
災
地
へ
お
送
り
し
ま
す
。

平
成
29
年
7
月

　九
州
北
部
豪
雨

職
員
災
害
派
遣
・
義
援
金
受
付
開
始

8
月
1
日
か
ら
保
険
証
（
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
）
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

 

新
し
い
保
険
証
は
緑
色
で
す
。
7
月
中

旬
に
普
通
郵
便
で
お
送
り
し
ま
し
た
の

で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
封
筒
は

う
ぐ
い
す
色
で
す
。
希
望
の
あ
っ
た
方
に

は「
簡
易
書
留
」で
お
届
け
し
ま
し
た
。）

 

「
保
険
証
が
見
あ
た
ら
な
い
」
、
「
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
方
は
、
再
交

付
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
に
つ
い
て

 

保
険
証
の
裏
面
に
は
、
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
脳
死
後
や
心
臓
停
止
後
の
臓
器
提
供

の
意
思
表
示
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
記
入
は
任
意
で
す
の
で
、
必
ず
記
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
記
入
内
容
を
見
ら
れ
た
く
な
い
場
合

は
、
役
場
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
「
個

人
情
報
保
護
シ
ー
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

　住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

ご
利
用
で
き
ま
す
。
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
入
院
や
、
高

額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
際
に
医
療
機
関

に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
と

入
院
時
の
食
事
代
な
ど
が
所
得
に
応
じ
た

負
担
額
で
お
さ
え
ら
れ
ま
す
。
交
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

　福
祉
保
険
課

　国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
方
へ

（
＝
75
歳
以
上
の
方
【
65
歳
〜
74
歳
ま
で
の
障
害
認
定
の
方
も
含
む
】
）

保
険
証
の
到
着
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

●
地
震
に
備
え
る
。

・
日
本
列
島
は
、
火
山
列
島
で
活
断
層
は

日
本
全
国
い
た
る
所
に
あ
り
ま
す
。
下
仁

田
町
に
も
中
央
構
造
線
が
と
お
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
研
究
結
果
を
待
ち
ま
す
が
、

大
き
な
地
震
が
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
の
で
、
日
頃
か
ら
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
内
陸
地
域
に
お
け
る
直
下
型
地
震
対
策

は
、
不
意
の
強
い
揺
れ
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
・
家
具
の
転
倒
・
ガ
ラ
ス
の
破
片
等
か

ら
命
を
守
る
こ
と
で
す
。
内
陸
直
下
型
地

震
で
は
、
机
の
下
に
隠
れ
る
時
間
的
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
前
の
備
え
が
大
切
で

す
。
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
屋
外
の
安
全

な
場
所
に
避
難
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
震
時
は
、
体
育
館
等
柱
が
少
な
く
広

い
建
物
や
古
い
建
物
は
、
倒
壊
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
屋
外
の
安
全
な
場
所
、
空
き

地
や
公
園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
壊
れ
た
建
物
に
は
絶
対
に
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
地
震
の
規
模
は
事

前
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

余
震
も
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

●
洪
水
・
土
砂
災
害
に
備
え
る
。
 

・
大
雨
が
降
り
続
け
る
と
、
河
川
の
氾

濫
、
崖
崩
れ
、
地
す
べ
り
、
土
石
流
の
危

険
が
高
ま
り
ま
す
。
想
定
を
超
え
る
雨
量

と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
堤
防
や

堰
堤
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
と
安
心
せ
ず
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
共
通
事
項
　

・
指
定
さ
れ
た
避
難
所
だ
か
ら
と
安
心
せ

ず
に
、
も
っ
と
安
全
な
場
所
に
行
け
る
な

ら
、
そ
こ
を
目
指
し
て
避
難
を
続
け
ま

し
ょ
う
。

・
災
害
に
備
え
て
、
飲
料
水
・
食
糧
等
を

最
低
で
も
三
日
分
、
で
き
れ
ば
一
週
間
分

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自
動
車
の

燃
料
も
常
に
満
タ
ン
に
し
て
お
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

・
単
独
行
動
は
危
険
で
す
。
声
を
掛
け

合
っ
て
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課

　地
域
安
全
係

☎
82
―
2
1
1
0

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。
」

〜
命
を
守
る
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？
〜

　町
で
は
こ
の
度
の
『
九
州
北
部
豪
雨
災

害
』
に
際
し
、
「
職
員
派
遣
」
、
「
義
援

金
受
付
」
、
「
支
援
物
資
受
け
入
れ
及
び

現
地
へ
の
運
び
込
み
」
を
実
施
し
ま
し

た
。　町

は
、
本
年
4
月
「
福
岡
県
う
き
は
市

と
群
馬
県
下
仁
田
町
と
の
災
害
時
等
に
お

け
る
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。　こ

れ
は
、
近
年
の
災
害
の
広
域
化
を
考

慮
し
、
広
範
囲
の
エ
リ
ア
が
被
災
し
た

際
、
遠
方
よ
り
相
互
支
援
が
可
能
な
仕
組

み
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の
も
の

で
す
。

　い
わ
ば
、
遠
隔
地
で
あ
る
こ
と
を
メ

リ
ッ
ト
と
捉
え
、
被
災
し
て
い
な
い
地
域

が
、
被
災
し
た
地
域
と
相
互
連
携
し
て
い

く
た
め
の
協
定
で
す
。

　今
回
は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県

う
き
は
市
へ
7
月
13
日
（
木
）
か
ら
職
員

派
遣
を
行
い
、
う
き
は
市
職
員
と
連
携
の

下
、
隣
接
す
る
朝
倉
市
や
東
峰
村
で
支
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
物
資
輸
送
に
用
い
る
た
め
、
町

の
ト
ラ
ッ
ク
も
現
地
へ
移
送
し
、
災
害
支

援
活
動
に
使
用
し
ま
し
た
。

災
害
支
援
の
経
過

災
害
支
援
の
経
過

派
遣
職
員
の

　
　現
地
で
の
作
業

派
遣
職
員
の

　
　現
地
で
の
作
業

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り

し
た
支
援
物
資

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り

し
た
支
援
物
資

九
州
北
部
豪
雨
の

義
援
金
受
付

九
州
北
部
豪
雨
の

義
援
金
受
付

行政情報行政情報

広
報しもにた
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　現
地
で
は
、
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

支
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
、
避
難
所
へ
の

配
送
業
務
を
う
き
は
市
職
員
と
連
携
し
行

い
ま
し
た
。

　長
靴
、
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
、
衣
類
を
は
じ

め
、
町
民
の
皆
様
か
ら
数
多
く
の
支
援
物

資
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
ご
厚
意
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　支
援
物
資
は
う
き
は
市
役
所
へ
7
月
13

日
（
木
）
に
届
け
、
順
次
避
難
所
等
へ
配

送
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　町
で
は
、
7
月
10
日
（
月
）
か
ら
被
災

地
に
対
し
て
の
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　お
預
か
り
し
た
浄
財
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
、
被
災
地
へ
お
送
り
し
ま
す
。

平
成
29
年
7
月

　九
州
北
部
豪
雨

職
員
災
害
派
遣
・
義
援
金
受
付
開
始

8
月
1
日
か
ら
保
険
証
（
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
）
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

 

新
し
い
保
険
証
は
緑
色
で
す
。
7
月
中

旬
に
普
通
郵
便
で
お
送
り
し
ま
し
た
の

で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
封
筒
は

う
ぐ
い
す
色
で
す
。
希
望
の
あ
っ
た
方
に

は「
簡
易
書
留
」で
お
届
け
し
ま
し
た
。）

 
「
保
険
証
が
見
あ
た
ら
な
い
」
、
「
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
方
は
、
再
交

付
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
に
つ
い
て

 

保
険
証
の
裏
面
に
は
、
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
脳
死
後
や
心
臓
停
止
後
の
臓
器
提
供

の
意
思
表
示
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
記
入
は
任
意
で
す
の
で
、
必
ず
記
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
記
入
内
容
を
見
ら
れ
た
く
な
い
場
合

は
、
役
場
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
「
個

人
情
報
保
護
シ
ー
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

　住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

ご
利
用
で
き
ま
す
。
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
入
院
や
、
高

額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
際
に
医
療
機
関

に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
と

入
院
時
の
食
事
代
な
ど
が
所
得
に
応
じ
た

負
担
額
で
お
さ
え
ら
れ
ま
す
。
交
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

　福
祉
保
険
課

　国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
方
へ

（
＝
75
歳
以
上
の
方
【
65
歳
〜
74
歳
ま
で
の
障
害
認
定
の
方
も
含
む
】
）

保
険
証
の
到
着
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

●
地
震
に
備
え
る
。

・
日
本
列
島
は
、
火
山
列
島
で
活
断
層
は

日
本
全
国
い
た
る
所
に
あ
り
ま
す
。
下
仁

田
町
に
も
中
央
構
造
線
が
と
お
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
研
究
結
果
を
待
ち
ま
す
が
、

大
き
な
地
震
が
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
の
で
、
日
頃
か
ら
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
内
陸
地
域
に
お
け
る
直
下
型
地
震
対
策

は
、
不
意
の
強
い
揺
れ
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
・
家
具
の
転
倒
・
ガ
ラ
ス
の
破
片
等
か

ら
命
を
守
る
こ
と
で
す
。
内
陸
直
下
型
地

震
で
は
、
机
の
下
に
隠
れ
る
時
間
的
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
前
の
備
え
が
大
切
で

す
。
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
屋
外
の
安
全

な
場
所
に
避
難
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
震
時
は
、
体
育
館
等
柱
が
少
な
く
広

い
建
物
や
古
い
建
物
は
、
倒
壊
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
屋
外
の
安
全
な
場
所
、
空
き

地
や
公
園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
壊
れ
た
建
物
に
は
絶
対
に
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
地
震
の
規
模
は
事

前
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

余
震
も
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

●
洪
水
・
土
砂
災
害
に
備
え
る
。
 

・
大
雨
が
降
り
続
け
る
と
、
河
川
の
氾

濫
、
崖
崩
れ
、
地
す
べ
り
、
土
石
流
の
危

険
が
高
ま
り
ま
す
。
想
定
を
超
え
る
雨
量

と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
堤
防
や

堰
堤
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
と
安
心
せ
ず
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
共
通
事
項
　

・
指
定
さ
れ
た
避
難
所
だ
か
ら
と
安
心
せ

ず
に
、
も
っ
と
安
全
な
場
所
に
行
け
る
な

ら
、
そ
こ
を
目
指
し
て
避
難
を
続
け
ま

し
ょ
う
。

・
災
害
に
備
え
て
、
飲
料
水
・
食
糧
等
を

最
低
で
も
三
日
分
、
で
き
れ
ば
一
週
間
分

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自
動
車
の

燃
料
も
常
に
満
タ
ン
に
し
て
お
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

・
単
独
行
動
は
危
険
で
す
。
声
を
掛
け

合
っ
て
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課

　地
域
安
全
係

☎
82
―
2
1
1
0

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。
」

〜
命
を
守
る
準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？
〜

　町
で
は
こ
の
度
の
『
九
州
北
部
豪
雨
災

害
』
に
際
し
、
「
職
員
派
遣
」
、
「
義
援

金
受
付
」
、
「
支
援
物
資
受
け
入
れ
及
び

現
地
へ
の
運
び
込
み
」
を
実
施
し
ま
し

た
。　町

は
、
本
年
4
月
「
福
岡
県
う
き
は
市

と
群
馬
県
下
仁
田
町
と
の
災
害
時
等
に
お

け
る
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。　こ

れ
は
、
近
年
の
災
害
の
広
域
化
を
考

慮
し
、
広
範
囲
の
エ
リ
ア
が
被
災
し
た

際
、
遠
方
よ
り
相
互
支
援
が
可
能
な
仕
組

み
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の
も
の

で
す
。

　い
わ
ば
、
遠
隔
地
で
あ
る
こ
と
を
メ

リ
ッ
ト
と
捉
え
、
被
災
し
て
い
な
い
地
域

が
、
被
災
し
た
地
域
と
相
互
連
携
し
て
い

く
た
め
の
協
定
で
す
。

　今
回
は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県

う
き
は
市
へ
7
月
13
日
（
木
）
か
ら
職
員

派
遣
を
行
い
、
う
き
は
市
職
員
と
連
携
の

下
、
隣
接
す
る
朝
倉
市
や
東
峰
村
で
支
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
物
資
輸
送
に
用
い
る
た
め
、
町

の
ト
ラ
ッ
ク
も
現
地
へ
移
送
し
、
災
害
支

援
活
動
に
使
用
し
ま
し
た
。

災
害
支
援
の
経
過

災
害
支
援
の
経
過

派
遣
職
員
の

　
　現
地
で
の
作
業

派
遣
職
員
の

　
　現
地
で
の
作
業

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り

し
た
支
援
物
資

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り

し
た
支
援
物
資

九
州
北
部
豪
雨
の

義
援
金
受
付

九
州
北
部
豪
雨
の

義
援
金
受
付

行政情報行政情報

広
報しもにた
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　1
か
月
（
同
じ
月
内
）
の
医
療
費
が
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

分
が
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
制
度
の
限

度
額
が
平
成
29
年
8
月
診
療
分
か
ら
変
更

に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課

　国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

〜
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
を
お
使
い
の
方
へ
〜

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　昨
年
8
月
21
日
に
1
、
2
5
0
名
も
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
58
年
振
り
の

『
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
』
を
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
流

れ
を
継
続
し
、
『
ラ
ジ
オ
体
操
1
周
年
記

念
体
操
会
』
（
会
場
：
下
仁
田
中
学
校
校

庭
）
を
8
月
19
日
（
土
）
に
実
施
し
ま

す
。

N
H
K
の
講
師
を
2
名
迎
え
、
夏
の
思
い

出
に
正
し
い
動
き
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　「
健
康
づ
く
り
」
の
た
め
に
是
非
参
加

し
て
、
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
覚
え
ま

し
ょ
う
!!

6
月
11
日
（
日
）
〜
8
月
13
日
（
日
）
ま

で
の
毎
週
日
曜
日
「
ま
ち
な
か
ラ
ジ
オ
体

操
」
実
施
中

●
時
間
　午
前
6
時
30
分
〜
午
前
6
時
45

分 ●
会
場
　こ
ん
に
ゃ
く
体
験
道
場

●
内
容

　町
商
業
協
同
組
合
主
催
で
、

「
ま
ち
な
か
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
行
っ
て
い

ま
す
！
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
た
方
全
員

に
「
体
力
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、

お
買
上
げ
1
、
0
0
0
円
分
の
ス
ク
ラ
ム

ポ
イ
ン
ト
を
毎
回
進
呈
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

　☎
82
―
2
1
1
5

ラ
ジ
オ
体
操
1
周
年
記
念
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
！

平成29年8月19日(土)

8：00～10：00

下仁田中学校　校庭（雨天時は体育館）

NHKテレビ・ラジオ体操

鈴木大輔先生・舘野怜奈アシスタント

無料

不要（当日会場にお越し下さい）

体操のできる動きやすい服装

飲み物・タオル（雨天時のみ体育館シューズ）

○自己負担限度額（月額）　　平成29年8月診療分から

※１　過去12か月以内に外来＋入院の高額療養費の支給を3回以上受けている場合、4回目
　　　以降の限度額は44,000円となります。
※２　年間の限度額は144,000円です。

所 得 区 分

現役並み所得者

一　　　般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

外来（個人）

57,600円

14,000円　※2

8,000円

8,000円

外来 ＋ 入院（世帯合算）

80,100円 ＋（医療費 ― 267,000円）× 1％　※1

57,600円　※1

24,600円

15,000円

日　時

会　場

講　師

参加費

申込み

服　装

持ち物

○自己負担限度額（月額）　　平成29年7月診療分まで
所 得 区 分

現役並み所得者

一　　　般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

外来（個人）

44,400円

12,000円

8,000円

8,000円

外来 ＋ 入院（世帯合算）

80,100円 ＋（医療費 ― 267,000円）× 1％　※1

44,400円

24,600円

15,000円

【
児
童
扶
養
手
当
】

●
受
給
資
格

 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の

児
童
又
は
20
歳
未
満
の
障
害
児
童
を
「
監

護
し
て
い
る
母
」
、
「
監
護
し
、
か
つ
、

生
計
を
同
じ
く
す
る
父
」
、
「
父
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
」
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

④
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童⑤
父
又
は
母
か
ら
引
き
続
き
1
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
D
V
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童⑨
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童
（
孤

児
等
）

●
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

児
童
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合  

②
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
里
親
に
委
託

さ
れ
て
い
る
場
合

③
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
通
所
施
設
を
除

く
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

母
又
は
養
育
者
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合 

②
児
童
の
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

場
合（
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

③
児
童
が
母
の
配
偶
者
（
事
実
婚
を
含

む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
（
重
度
の

障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

④
平
成
15
年
4
月
1
日
ま
で
に
、
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
5
年
を
経
過

し
て
い
る
場
合

父
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合

②
児
童
の
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

場
合（
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

③
児
童
が
父
の
配
偶
者
（
事
実
婚
を
含

む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
（
重
度
の

障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

※
手
当
額
は
所
得
額
と
児
童
数
に
応
じ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

●
受
給
資
格

 

心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
す
る
父
母
又
は
父
母
に
代
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

①
父
母
、
養
育
者
お
よ
び
児
童
が
日
本
国

内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合

②
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

③
児
童
福
祉
法
等
に
よ
り
児
童
福
祉
施
設

な
ど
（
通
所
施
設
を
除
く
）
に
入
所
し
て

い
る
場
合

 

そ
の
他
、
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す

●
手
当
額
（
月
額
）

手
当
1
級
・
・
・
5
1
、
4
5
0
円

手
当
2
級
・
・
・
3
4
、
2
7
0
円

※
該
当
す
る
方
は
、
福
祉
保
険
課
福
祉
係

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
現
況
届
（
児
童
扶
養
手
当
）
・
所
得
状

況
届
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
）
を
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
〉

◎
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

　手
当
受
給
者
は
8
月
10
日
（
木
）
〜
24

日
（
木
）
の
間
に
、
福
祉
保
険
課
福
祉
係

ま
で
手
続
き
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

※
該
当
の
方
に
は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
保
険
課

　福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

　町
内
で
活
動
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

●
名
前
　伊
藤
彩
香
（
い
と
う 

あ
や
か
）

●
仕
事
内
容
　高
齢
者
の
皆
様
と
共
に
元

気
な
集
落
づ
く
り
を
す
る
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　地
域
を
ま
わ
り
、
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
お
仕
事
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

新
し
い
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を

紹
介
し
ま
す
。

行政情報行政情報

広
報しもにた
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　1
か
月
（
同
じ
月
内
）
の
医
療
費
が
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

分
が
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
制
度
の
限

度
額
が
平
成
29
年
8
月
診
療
分
か
ら
変
更

に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課

　国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

〜
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
を
お
使
い
の
方
へ
〜

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　昨
年
8
月
21
日
に
1
、
2
5
0
名
も
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
58
年
振
り
の

『
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
』
を
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
流

れ
を
継
続
し
、
『
ラ
ジ
オ
体
操
1
周
年
記

念
体
操
会
』
（
会
場
：
下
仁
田
中
学
校
校

庭
）
を
8
月
19
日
（
土
）
に
実
施
し
ま

す
。

N
H
K
の
講
師
を
2
名
迎
え
、
夏
の
思
い

出
に
正
し
い
動
き
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　「
健
康
づ
く
り
」
の
た
め
に
是
非
参
加

し
て
、
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
覚
え
ま

し
ょ
う
!!

6
月
11
日
（
日
）
〜
8
月
13
日
（
日
）
ま

で
の
毎
週
日
曜
日
「
ま
ち
な
か
ラ
ジ
オ
体

操
」
実
施
中

●
時
間
　午
前
6
時
30
分
〜
午
前
6
時
45

分 ●
会
場
　こ
ん
に
ゃ
く
体
験
道
場

●
内
容

　町
商
業
協
同
組
合
主
催
で
、

「
ま
ち
な
か
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
行
っ
て
い

ま
す
！
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
た
方
全
員

に
「
体
力
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、

お
買
上
げ
1
、
0
0
0
円
分
の
ス
ク
ラ
ム

ポ
イ
ン
ト
を
毎
回
進
呈
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

　☎
82
―
2
1
1
5

ラ
ジ
オ
体
操
1
周
年
記
念
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
！

平成29年8月19日(土)

8：00～10：00

下仁田中学校　校庭（雨天時は体育館）

NHKテレビ・ラジオ体操

鈴木大輔先生・舘野怜奈アシスタント

無料

不要（当日会場にお越し下さい）

体操のできる動きやすい服装

飲み物・タオル（雨天時のみ体育館シューズ）

○自己負担限度額（月額）　　平成29年8月診療分から

※１　過去12か月以内に外来＋入院の高額療養費の支給を3回以上受けている場合、4回目
　　　以降の限度額は44,000円となります。
※２　年間の限度額は144,000円です。

所 得 区 分

現役並み所得者

一　　　般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

外来（個人）

57,600円

14,000円　※2

8,000円

8,000円

外来 ＋ 入院（世帯合算）

80,100円 ＋（医療費 ― 267,000円）× 1％　※1

57,600円　※1

24,600円

15,000円

日　時

会　場

講　師

参加費

申込み

服　装

持ち物

○自己負担限度額（月額）　　平成29年7月診療分まで
所 得 区 分

現役並み所得者

一　　　般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

外来（個人）

44,400円

12,000円

8,000円

8,000円

外来 ＋ 入院（世帯合算）

80,100円 ＋（医療費 ― 267,000円）× 1％　※1

44,400円

24,600円

15,000円

【
児
童
扶
養
手
当
】

●
受
給
資
格

 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の

児
童
又
は
20
歳
未
満
の
障
害
児
童
を
「
監

護
し
て
い
る
母
」
、
「
監
護
し
、
か
つ
、

生
計
を
同
じ
く
す
る
父
」
、
「
父
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
」
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

④
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童⑤
父
又
は
母
か
ら
引
き
続
き
1
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
D
V
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童⑨
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童
（
孤

児
等
）

●
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

児
童
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合  

②
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
里
親
に
委
託

さ
れ
て
い
る
場
合

③
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
通
所
施
設
を
除

く
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

母
又
は
養
育
者
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合 

②
児
童
の
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

場
合（
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

③
児
童
が
母
の
配
偶
者
（
事
実
婚
を
含

む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
（
重
度
の

障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

④
平
成
15
年
4
月
1
日
ま
で
に
、
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
5
年
を
経
過

し
て
い
る
場
合

父
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合

②
児
童
の
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

場
合（
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

③
児
童
が
父
の
配
偶
者
（
事
実
婚
を
含

む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
（
重
度
の

障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

※
手
当
額
は
所
得
額
と
児
童
数
に
応
じ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

●
受
給
資
格

 

心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
す
る
父
母
又
は
父
母
に
代
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

①
父
母
、
養
育
者
お
よ
び
児
童
が
日
本
国

内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合

②
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

③
児
童
福
祉
法
等
に
よ
り
児
童
福
祉
施
設

な
ど
（
通
所
施
設
を
除
く
）
に
入
所
し
て

い
る
場
合

 

そ
の
他
、
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す

●
手
当
額
（
月
額
）

手
当
1
級
・
・
・
5
1
、
4
5
0
円

手
当
2
級
・
・
・
3
4
、
2
7
0
円

※
該
当
す
る
方
は
、
福
祉
保
険
課
福
祉
係

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
現
況
届
（
児
童
扶
養
手
当
）
・
所
得
状

況
届
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
）
を
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
〉

◎
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

　手
当
受
給
者
は
8
月
10
日
（
木
）
〜
24

日
（
木
）
の
間
に
、
福
祉
保
険
課
福
祉
係

ま
で
手
続
き
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

※
該
当
の
方
に
は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
保
険
課

　福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

　町
内
で
活
動
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

●
名
前
　伊
藤
彩
香
（
い
と
う 

あ
や
か
）

●
仕
事
内
容
　高
齢
者
の
皆
様
と
共
に
元

気
な
集
落
づ
く
り
を
す
る
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　地
域
を
ま
わ
り
、
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
お
仕
事
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

新
し
い
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を

紹
介
し
ま
す
。

行政情報行政情報

広
報しもにた
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今
、
入
替
え
が
大
変
お
得
！
費
用
負
担

を
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
単
独
槽
等
か
ら

の
入
替
え
を
促
進
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
平
成
29
年

12
月
28
日
で
す
。
早
め
の
計
画
、
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
１
　
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

　
単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら
合
併
浄

化
槽
に
入
替
え
、
年
度
内
に
使
用
開
始
す

る
場
合
、
下
表
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独
浄
化

槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
エ
コ
補
助
金
は
来
年
度
以
降

の
継
続
は
不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
２
　
分
担
金
軽
減
を
継
続
！

　
大
好
評
、
平
成
30
年
3
月
（
平
成
29
年

度
）
ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
浄
化
槽

を
設
置
し
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

〜
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川
の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策
で
す
。
〜

●
３
　
単
独
浄
化
槽
、
撤
去
し
ま
す
。

　
単
独
槽
、
必
要
と
あ
れ
ば
町
が
撤
去
し

ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費
10
万
円
を
超
え

た
分
は
個
人
負
担
で
す
。

●
４
　
設
置
規
則
を
見
直
し
ま
し
た

　
今
ま
で
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

所
が
狭
く
、
設
置
で
き
な
か
っ
た
お
宅
で

も
、
出
来
る
だ
け
設
置
で
き
る
よ
う
に
、

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
度
役
場
に
来

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
５
　
合
併
浄
化
槽
の
必
要
性

　
下
仁
田
町
は
水
源
の
町
で
あ
る
た
め
、

清
浄
な
水
を
下
流
へ
流
す
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
質
汚
濁
の
要
因
は
、
単
独
浄

化
槽
ま
た
は
汲
取
り
の
ご
家
庭
か
ら
そ
の

ま
ま
放
流
さ
れ
て
い
る
台
所
、
風
呂
等
か

ら
の
生
活
排
水
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
川
や
水
路
を
汚
し
た
り
匂
い

を
発
生
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水

質
汚
濁
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
が
合
併

浄
化
槽
で
す
。

　
現
在
、
単
独
浄
化
槽
で
処
理
を
行
っ
て

い
る
ご
家
庭
で
は
、
す
で
に
ト
イ
レ
が
水

洗
化
さ
れ
て
い
る
た
め
合
併
浄
化
槽
へ
の

転
換
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り
無
い
様
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
浄
化
槽
を
設
置
す
れ
ば
こ

れ
ら
の
問
題
が
解
消
さ
れ
、
更
に
は
環
境

保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
６
　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
計
画
と
町
の

現
状

　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
（
生

活
排
水
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区

域
の
割
合
）
は
、
平
成
27
年
度
で
78
・

5
％
で
全
国
第
37
位
で
あ
り
、
決
し
て
高

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
下
仁
田
町
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

は
、
平
成
27
年
度
で
30
・
7
％
（
5
％
上

げ
る
に
は
約
1
7
0
基
整
備
が
必
要
）
で

あ
り
、
水
源
の
町
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

群
馬
県
で
最
下
位
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

県
の
平
均
値
に
近
づ
け
る
に
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
汚
水
処
理
人
口

向
上
の
た
め
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
建
設
ガ
ス
水
道
課
　

管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８
８
０
７

（
直
通
）

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

１０人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

　
『
《
小
型
》
自
走
式
樹
木
粉
砕
機
』
と

『
《
大
型
》
自
走
式
樹
木
粉
砕
機
』
を
無

料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
条
件

を
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
貸
出
開
始
　
8
月
1
日
（
火
）
〜

●
対
象
者
　
町
内
に
お
い
て
、
荒
廃
し
た

森
林
の
伐
採
等
を
実
施
し
、
樹
木
や
枝
の

粉
砕
を
行
い
、
地
域
の
森
林
環
境
を
保
全

し
よ
う
と
す
る
個
人
及
び
団
体

●
利
用
方
法
　

・
小
型
樹
木
粉
砕
機
　
下
仁
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
申
請

・
大
型
樹
木
粉
砕
機
　
下
仁
田
町
役
場
農

林
課
へ
申
請

●
予
約
受
付
　
使
用
を
希
望
す
る
日
の
属

す
る
月
の
2
ヶ
月
前
の
初
日
以
降
、
電
話

予
約
の
う
え
申
請
書
提
出

●
貸
出
期
間
　
土
日
祝
日
を
除
く
連
続
す

る
５
日
以
内
の
間
（
貸
出
日
・
返
却
日
を

含
む
）

※
返
却
日
が
休
日
等
の
場
合
は
翌
開
庁
日

に
返
却

●
利
用
限
度
　
申
請
者
毎
に
1
ヶ
月
間
に

1
回
ま
で

●
利
用
料
　
無
料
（
機
械
等
運
搬
費
・
燃

料
費
・
障
害
保
険
等
加
入
費
は
利
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
）

※
機
械
等
の
運
搬
は
利
用
者
が
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
時
に
、
認
印
、
運
転
免
許
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
運
搬
時
に
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
（
小
型
粉
砕

機
）
又
は
2
t
ト
ラ
ッ
ク
（
大
型
粉
砕
機
）
、

固
定
用
ロ
ー
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
　
☎
64
―
8
8
0
6

社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
82
―
5
4
9
1

樹
木
粉
砕
機
を《
無
料
》で
貸
し
出
し
ま
す

　
町
で
は
、
『
自
走
式
樹
木
粉
砕
機
』
２

台
と
『
自
走
式
草
刈
粉
砕
機
』
１
台
を
購

入
し
、
希
望
者
へ
無
料
で
貸
し
出
し
を
始

め
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
貸
し
出
し
に
あ
た
り

実
演
会
を
以
下
の
日
程
に
て
行
い
ま
す
の

で
、
使
用
方
法
等
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
当
日
時
間
ま
で
に
ご
参
集
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
8
月
４
日
（
金
）
午
後
２
時
〜

●
場
所
　
小
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
西

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課

☎
64
―
8
8
0
6

粉
砕
機
の《
実
演
会
》を
行
い
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、
旧
小
坂
小
学
校
2

階
を
教
育
資
料
館
と
し
て
、
町
内
各
小
学

校
の
廃
校
に
よ
る
教
育
関
係
資
料
を
収

集
・
整
理
し
、
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
懐
か
し
い
資
料
を
広
く
一

般
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
特
別

期
間
を
設
け
公
開
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

見
学
が
可
能
で
す
の
で
、
帰
省
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
こ
の
機
会

に
見
学
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
同
窓
会
や
そ
の
準
備
な
ど
で
も
役
立
つ
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
特
別
公
開
日
　
8
月
14
日
（
月
）
か
ら

15
日
（
火
）
両
日
と
も
午
前
9
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で

※
直
接
、
旧
小
坂
小
学
校
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
見
学
は
無
料
で
す
。

　
特
別
公
開
日
以
外
の
公
開
は
予
約
が
必

要
で
す
。
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下

記
あ
て
に
予
約
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

教
育
課 

学
校
教
育
係

☎
０
２
７
４
―
82
―
2
1
1
5

旧
小
坂
小
学
校
2
階

教
育
資
料
館
―
特
別
公
開
の
お
知
ら
せ

行政情報行政情報

広
報しもにた
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今
、
入
替
え
が
大
変
お
得
！
費
用
負
担

を
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
単
独
槽
等
か
ら

の
入
替
え
を
促
進
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
平
成
29
年

12
月
28
日
で
す
。
早
め
の
計
画
、
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
１
　
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

　
単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら
合
併
浄

化
槽
に
入
替
え
、
年
度
内
に
使
用
開
始
す

る
場
合
、
下
表
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独
浄
化

槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
エ
コ
補
助
金
は
来
年
度
以
降

の
継
続
は
不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
２
　
分
担
金
軽
減
を
継
続
！

　
大
好
評
、
平
成
30
年
3
月
（
平
成
29
年

度
）
ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
浄
化
槽

を
設
置
し
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

〜
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川
の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策
で
す
。
〜

●
３
　
単
独
浄
化
槽
、
撤
去
し
ま
す
。

　
単
独
槽
、
必
要
と
あ
れ
ば
町
が
撤
去
し

ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費
10
万
円
を
超
え

た
分
は
個
人
負
担
で
す
。

●
４
　
設
置
規
則
を
見
直
し
ま
し
た

　
今
ま
で
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

所
が
狭
く
、
設
置
で
き
な
か
っ
た
お
宅
で

も
、
出
来
る
だ
け
設
置
で
き
る
よ
う
に
、

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
度
役
場
に
来

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
５
　
合
併
浄
化
槽
の
必
要
性

　
下
仁
田
町
は
水
源
の
町
で
あ
る
た
め
、

清
浄
な
水
を
下
流
へ
流
す
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
質
汚
濁
の
要
因
は
、
単
独
浄

化
槽
ま
た
は
汲
取
り
の
ご
家
庭
か
ら
そ
の

ま
ま
放
流
さ
れ
て
い
る
台
所
、
風
呂
等
か

ら
の
生
活
排
水
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
川
や
水
路
を
汚
し
た
り
匂
い

を
発
生
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水

質
汚
濁
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
が
合
併

浄
化
槽
で
す
。

　
現
在
、
単
独
浄
化
槽
で
処
理
を
行
っ
て

い
る
ご
家
庭
で
は
、
す
で
に
ト
イ
レ
が
水

洗
化
さ
れ
て
い
る
た
め
合
併
浄
化
槽
へ
の

転
換
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り
無
い
様
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
浄
化
槽
を
設
置
す
れ
ば
こ

れ
ら
の
問
題
が
解
消
さ
れ
、
更
に
は
環
境

保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
６
　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
計
画
と
町
の

現
状

　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
（
生

活
排
水
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区

域
の
割
合
）
は
、
平
成
27
年
度
で
78
・

5
％
で
全
国
第
37
位
で
あ
り
、
決
し
て
高

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
下
仁
田
町
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

は
、
平
成
27
年
度
で
30
・
7
％
（
5
％
上

げ
る
に
は
約
1
7
0
基
整
備
が
必
要
）
で

あ
り
、
水
源
の
町
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず

群
馬
県
で
最
下
位
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

県
の
平
均
値
に
近
づ
け
る
に
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
汚
水
処
理
人
口

向
上
の
た
め
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
建
設
ガ
ス
水
道
課
　

管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８
８
０
７

（
直
通
）

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

１０人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

　
『
《
小
型
》
自
走
式
樹
木
粉
砕
機
』
と

『
《
大
型
》
自
走
式
樹
木
粉
砕
機
』
を
無

料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
条
件

を
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
貸
出
開
始
　
8
月
1
日
（
火
）
〜

●
対
象
者
　
町
内
に
お
い
て
、
荒
廃
し
た

森
林
の
伐
採
等
を
実
施
し
、
樹
木
や
枝
の

粉
砕
を
行
い
、
地
域
の
森
林
環
境
を
保
全

し
よ
う
と
す
る
個
人
及
び
団
体

●
利
用
方
法
　

・
小
型
樹
木
粉
砕
機
　
下
仁
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
申
請

・
大
型
樹
木
粉
砕
機
　
下
仁
田
町
役
場
農

林
課
へ
申
請

●
予
約
受
付
　
使
用
を
希
望
す
る
日
の
属

す
る
月
の
2
ヶ
月
前
の
初
日
以
降
、
電
話

予
約
の
う
え
申
請
書
提
出

●
貸
出
期
間
　
土
日
祝
日
を
除
く
連
続
す

る
５
日
以
内
の
間
（
貸
出
日
・
返
却
日
を

含
む
）

※
返
却
日
が
休
日
等
の
場
合
は
翌
開
庁
日

に
返
却

●
利
用
限
度
　
申
請
者
毎
に
1
ヶ
月
間
に

1
回
ま
で

●
利
用
料
　
無
料
（
機
械
等
運
搬
費
・
燃

料
費
・
障
害
保
険
等
加
入
費
は
利
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
）

※
機
械
等
の
運
搬
は
利
用
者
が
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
時
に
、
認
印
、
運
転
免
許
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
運
搬
時
に
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
（
小
型
粉
砕

機
）
又
は
2
t
ト
ラ
ッ
ク
（
大
型
粉
砕
機
）
、

固
定
用
ロ
ー
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

農
林
課
　
☎
64
―
8
8
0
6

社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
82
―
5
4
9
1

樹
木
粉
砕
機
を《
無
料
》で
貸
し
出
し
ま
す

　
町
で
は
、
『
自
走
式
樹
木
粉
砕
機
』
２

台
と
『
自
走
式
草
刈
粉
砕
機
』
１
台
を
購

入
し
、
希
望
者
へ
無
料
で
貸
し
出
し
を
始

め
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
貸
し
出
し
に
あ
た
り

実
演
会
を
以
下
の
日
程
に
て
行
い
ま
す
の

で
、
使
用
方
法
等
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
当
日
時
間
ま
で
に
ご
参
集
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
8
月
４
日
（
金
）
午
後
２
時
〜

●
場
所
　
小
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
西

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課

☎
64
―
8
8
0
6

粉
砕
機
の《
実
演
会
》を
行
い
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、
旧
小
坂
小
学
校
2

階
を
教
育
資
料
館
と
し
て
、
町
内
各
小
学

校
の
廃
校
に
よ
る
教
育
関
係
資
料
を
収

集
・
整
理
し
、
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
懐
か
し
い
資
料
を
広
く
一

般
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
特
別

期
間
を
設
け
公
開
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

見
学
が
可
能
で
す
の
で
、
帰
省
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
こ
の
機
会

に
見
学
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
同
窓
会
や
そ
の
準
備
な
ど
で
も
役
立
つ
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
特
別
公
開
日
　
8
月
14
日
（
月
）
か
ら

15
日
（
火
）
両
日
と
も
午
前
9
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で

※
直
接
、
旧
小
坂
小
学
校
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
見
学
は
無
料
で
す
。

　
特
別
公
開
日
以
外
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公
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予
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見
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希
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込
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い
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●
申
込
・
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い
合
わ
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教
育
課 

学
校
教
育
係

☎
０
２
７
４
―
82
―
2
1
1
5

旧
小
坂
小
学
校
2
階

教
育
資
料
館
―
特
別
公
開
の
お
知
ら
せ

行政情報行政情報

広
報しもにた
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町
の
話
題

町
の
話
題

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
7
月
6
日
、
元
下
仁
田
小
学
校
教
員

恩
田
恒
司
先
生
か
ら
町
政
発
展
の
た
め

に
と
金
50
万
円
の
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。

　
恩
田
先
生
は
下
仁
田
小
学
校
、
小
坂

小
学
校
、
馬
山
小
学
校
で
教
鞭
を
ふ
る

い
想
い
出
深
い
場
所
と
い
う
こ
と
で
今

回
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

町
政
発
展
の
た
め
に
多
額
の
寄
付

元
下
仁
田
小
学
校

　教
員

　恩
田
恒
司
先
生

　
6
月
10
日
（
土
）
下
仁
田
町
歴
史
館
の

花
壇
や
下
仁
田
戦
争
戦
死
の
碑
周
辺
の
地

域
貢
献
活
動
が
神
戸
建
設
㈱
の
社
員
の
皆

さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
社
員
の
家
族
を
含
め
、
約
35

名
が
参
加
し
、
町
施
設
や
文
化
財
の
景
観

保
持
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
戸
建
設
株
式
会
社

地
域
貢
献
活
動

　
6
月
18
日
（
日
）
、
浅
間
隠
山
へ
の
町

民
ハ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
、
山
頂
に
は
霧
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
楽
し
い

一
日
を
過
し
ま
し
た
。

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　
7
月
３
日
、
保
護
司
会
と
更
生
保
護
女

性
会
は
、
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加

を
求
め
て
、
町
内
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま

し
た
。 社

会
を
明
る
く
す
る
運
動

啓
発
パ
レ
ー
ド
開
催

　
青
岩
公
園
の
環
境
整
備
7
月
7
日

（
金
）
、
上
原
建
設
㈱
社
員
約
40
名
に
よ

り
、
町
の
観
光
地
で
あ
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク

の
ジ
オ
サ
イ
ト
で
も
あ
る
青
岩
公
園
の
除

草
、
支
障
木
伐
採
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
環
境

整
備
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

上
原
建
設
株
式
会
社

地
域
貢
献
活
動

　
鳥
獣
保
護
管
理
員
と
し
て
平
成
12
年
か

ら
現
在
ま
で
16
年
間
の
長
期
に
渡
る
活
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
浅
野
修
さ
ん
（
馬

山
蒔
田
区
）
が
環
境
省
自
然
環
境
局
長
か

ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
浅
野
さ

ん
は
、
町
内
一
円
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

始
め
、
狩
猟
の
取
締
り
や
狩
猟
者
へ
の
指

導
、
傷
病
鳥
獣
の
保
護
や
野
生
鳥
獣
の
生

野
生
生
物
保
護

功
労
者
表
彰

　
7
月
1
日
（
土
）
、
下
仁
田
町
本
宿
出

身
の
神
戸
金
史
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
福

祉
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外

か
ら
3
0
0
人
も
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。
神
戸
さ
ん
ご
自
身
が
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
を
持
つ
子
の
父
親
で
あ
り
、
ま
た

ご
自
身
が
取
材
し
た
発
達
障
害
を
お
持
ち

の
ご
家
族
を
通
し
て
、
「
息
子
よ
、
そ
の

ま
ま
で
い
い
。
」
と
、
ご
自
身
も
変
化
し

て
い
く
息
子
さ
ん
へ
の
想
い
が
溢
れ
た
講

演
で
し
た
。
講
演
を
通
し
て
、
発
達
障
害

福
祉
講
演
会
開
催

　
平
成
29
年
６
月
３
日
（
土
）
、
藤
岡
市

民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
第
３
４
回
藤
岡

市
民
春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
小

学
生
の
部
）
」
に
於
い
て
、
下
仁
田
ミ
ニ

バ
ス
が
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
個
人
賞
と
し
て
「
優

秀
賞
」
に
５
年
黛
真
弘
君
、
「
敢
闘
賞
」

に
４
年
佐
藤
昊
君
が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
で
は
、
新
入
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
興
味
の
あ
る
小
学
生
は
、
是
非
、
見
学

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
準
優
勝

広
報しもにた

●
問
い
合
わ
せ

☎
67
―
５
０
０
７
（
金
井
ま
で
）

　
6
月
8
日
（
木
）
富
岡
甘
楽
歯
科
医
師

会
（
富
岡
甘
楽
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に

て
、
「
平
成
29
年
度
親
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
地
区
審
査
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
は
小
金
沢
澪
さ
ん
・
姫
乙
花

ち
ゃ
ん
親
子
（
馬
山
）
、
永
井
麻
衣
さ

ん
・
遥
斗
く
ん
親
子
（
馬
山
）
が
町
の
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
審
査
会

小金沢澪さん・姫乙花ちゃん親子
（馬山）

永井麻衣さん・遥斗くん親子
（馬山）

に
つ
い
て
考
え
る
切
っ
掛
け
と
な
り
、
優

し
い
目
で
見
守
れ
る
社
会
な
っ
て
い
け
た

ら
幸
い
で
す
。

息
分
布
調
査
な
ど
多
岐
に
渡
る
活
動
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
感
謝
状
の
授
与
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町の話題町の話題



9 8下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

町
の
話
題

町
の
話
題

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
7
月
6
日
、
元
下
仁
田
小
学
校
教
員

恩
田
恒
司
先
生
か
ら
町
政
発
展
の
た
め

に
と
金
50
万
円
の
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。

　
恩
田
先
生
は
下
仁
田
小
学
校
、
小
坂

小
学
校
、
馬
山
小
学
校
で
教
鞭
を
ふ
る

い
想
い
出
深
い
場
所
と
い
う
こ
と
で
今

回
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

町
政
発
展
の
た
め
に
多
額
の
寄
付

元
下
仁
田
小
学
校

　教
員

　恩
田
恒
司
先
生

　
6
月
10
日
（
土
）
下
仁
田
町
歴
史
館
の

花
壇
や
下
仁
田
戦
争
戦
死
の
碑
周
辺
の
地

域
貢
献
活
動
が
神
戸
建
設
㈱
の
社
員
の
皆

さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
社
員
の
家
族
を
含
め
、
約
35

名
が
参
加
し
、
町
施
設
や
文
化
財
の
景
観

保
持
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
戸
建
設
株
式
会
社

地
域
貢
献
活
動

　
6
月
18
日
（
日
）
、
浅
間
隠
山
へ
の
町

民
ハ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
、
山
頂
に
は
霧
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
楽
し
い

一
日
を
過
し
ま
し
た
。

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　
7
月
３
日
、
保
護
司
会
と
更
生
保
護
女

性
会
は
、
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参
加

を
求
め
て
、
町
内
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま

し
た
。 社

会
を
明
る
く
す
る
運
動

啓
発
パ
レ
ー
ド
開
催

　
青
岩
公
園
の
環
境
整
備
7
月
7
日

（
金
）
、
上
原
建
設
㈱
社
員
約
40
名
に
よ

り
、
町
の
観
光
地
で
あ
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク

の
ジ
オ
サ
イ
ト
で
も
あ
る
青
岩
公
園
の
除

草
、
支
障
木
伐
採
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
環
境

整
備
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

上
原
建
設
株
式
会
社

地
域
貢
献
活
動

　
鳥
獣
保
護
管
理
員
と
し
て
平
成
12
年
か

ら
現
在
ま
で
16
年
間
の
長
期
に
渡
る
活
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
浅
野
修
さ
ん
（
馬

山
蒔
田
区
）
が
環
境
省
自
然
環
境
局
長
か

ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
浅
野
さ

ん
は
、
町
内
一
円
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

始
め
、
狩
猟
の
取
締
り
や
狩
猟
者
へ
の
指

導
、
傷
病
鳥
獣
の
保
護
や
野
生
鳥
獣
の
生

野
生
生
物
保
護

功
労
者
表
彰

　
7
月
1
日
（
土
）
、
下
仁
田
町
本
宿
出

身
の
神
戸
金
史
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
福

祉
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外

か
ら
3
0
0
人
も
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。
神
戸
さ
ん
ご
自
身
が
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
を
持
つ
子
の
父
親
で
あ
り
、
ま
た

ご
自
身
が
取
材
し
た
発
達
障
害
を
お
持
ち

の
ご
家
族
を
通
し
て
、
「
息
子
よ
、
そ
の

ま
ま
で
い
い
。
」
と
、
ご
自
身
も
変
化
し

て
い
く
息
子
さ
ん
へ
の
想
い
が
溢
れ
た
講

演
で
し
た
。
講
演
を
通
し
て
、
発
達
障
害

福
祉
講
演
会
開
催

　
平
成
29
年
６
月
３
日
（
土
）
、
藤
岡
市

民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
第
３
４
回
藤
岡

市
民
春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
小

学
生
の
部
）
」
に
於
い
て
、
下
仁
田
ミ
ニ

バ
ス
が
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
個
人
賞
と
し
て
「
優

秀
賞
」
に
５
年
黛
真
弘
君
、
「
敢
闘
賞
」

に
４
年
佐
藤
昊
君
が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
で
は
、
新
入
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
興
味
の
あ
る
小
学
生
は
、
是
非
、
見
学

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
準
優
勝

広
報しもにた

●
問
い
合
わ
せ

☎
67
―
５
０
０
７
（
金
井
ま
で
）

　
6
月
8
日
（
木
）
富
岡
甘
楽
歯
科
医
師

会
（
富
岡
甘
楽
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に

て
、
「
平
成
29
年
度
親
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
地
区
審
査
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
は
小
金
沢
澪
さ
ん
・
姫
乙
花

ち
ゃ
ん
親
子
（
馬
山
）
、
永
井
麻
衣
さ

ん
・
遥
斗
く
ん
親
子
（
馬
山
）
が
町
の
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
地
区
審
査
会

小金沢澪さん・姫乙花ちゃん親子
（馬山）

永井麻衣さん・遥斗くん親子
（馬山）

に
つ
い
て
考
え
る
切
っ
掛
け
と
な
り
、
優

し
い
目
で
見
守
れ
る
社
会
な
っ
て
い
け
た

ら
幸
い
で
す
。

息
分
布
調
査
な
ど
多
岐
に
渡
る
活
動
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
感
謝
状
の
授
与
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町の話題町の話題



11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
を
「
来
館
者
が

楽
し
く
見
学
で
き
る
、
楽
し
み
や
す
い

自
然
史
館
」
と
し
て
展
示
室
を
一
部
改

装
し
、
9
月
1
日
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
記
念
と
し
て
企
画
展
「
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
の
海
と
マ
グ
マ
の
誕
生
―
四
ッ
又

山
、
1
億
年
前
の
姿
―
」
を
10
月
１
日

か
ら
開
催
い
た
し
ま
す
。
新
し
く
な
っ

た
下
仁
田
町
自
然
史
館
に
ぜ
ひ
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
）

●
休
館
日
　
①
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

②
12
月
29
日
〜
翌
年
1
月
4
日
ま
で

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
無
料

町
民
は
無
料

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
事
を
も
っ
と
よ
く
知
り
た

い
、
下
仁
田
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
い
う
人
を
対
象
に
ジ

オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
第
一
回
養
成
講
座

を
6
月
4
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し

た
。
第
一
回
は
保
科
裕
先
生
（
下
仁
田

自
然
学
校
）
、
秋
池
武
先
生
（
下
仁
田

町
歴
史
館
）
に
よ
る
下
仁
田
の
地
質
、

歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
で
、
受
講
者
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
8
月

以
降
に
も
講
義
や
現
地
見
学
な
ど
様
々

な
講
座
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
形
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
の
工
作
を
し
な
が
ら
下
仁
田
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
　時
　
8
月
9
日
（
水
）
午
後
1

時
〜
午
後
3
時

●
会
　場
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
3
階

技
術
伝
承
室

●
費
　用
　
3
0
0
円

●
持
ち
物
　
タ
オ
ル

●
定
　員
　
30
名

●
申
し
込
み
方
法
　
下
仁
田
町
公
民
館

（
☎
82
―
3
5
3
5
）
に
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

下
仁
田
町
自
然
史
館
が

リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

下
仁
田
町
自
然
史
館
が

リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成

講
座
が
始
ま
り
ま
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成

講
座
が
始
ま
り
ま
し
た

ア
ン
モ
ナ
イ
ト

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う

ア
ン
モ
ナ
イ
ト

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う

第
二
回
自
然
史
館

地
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

第
二
回
自
然
史
館

地
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

お
知
ら
せ

行
事
予
定

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
下
仁
田
の
大
地
の
魅
力
を
紹
介
す
る

講
座
で
す
。
第
２
回
は
「
人
類
と
岩
石

の
か
か
わ
り
ー
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の

視
点
」
を
テ
ー
マ
に
左
記
の
通
り
開
催

し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

●
日
　時
　
9
月
1
日
（
金
）

午
後
７
時
〜

●
会
　場
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
F

技
術
伝
承
室

●
担
　当
　
中
村
　
由
克
（
下
仁
田
町

自
然
史
館
長
）

　
現
在
群
馬
県
内
で
、
ヤ
マ
ビ
ル
が

増
え
て
い
る
の
は
北
毛
や
西
毛
地
区

が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
登

山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
等
に

出
掛
け
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ヤ
マ
ビ
ル
は
、
春
か
ら
秋
ま
で
み

ら
れ
ま
す
が
、
特
に
気
温
の
高
い
雨

や
雨
上
が
り
の
日
活
動
が
活
発
で

す
。

　
５
月
下
旬
に
町
内
の
山
に
入
り
ま

し
た
ら
、
長
靴
に
何
匹
も
の
ヤ
マ
ビ

ル
が
這
い
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
あ

ら
か
じ
め
や
や
濃
い
塩
水
を
容
器
に

入
れ
て
行
き
ま
し
た
の
で
噴
射
し
て

退
治
し
ま
し
た
。
今
は
ヤ
マ
ビ
ル
よ

け
の
ス
プ
レ
ー
も
販
売
し
て
い
ま

す
。
少
々
値
段
が
高
い
の
で
、
塩
水

（
20
％
以
上
）
で
も
効
果
は
あ
り
ま

す
。

　
ヤ
マ
ビ
ル
は
、
赤
褐
色
を
し
て
い

て
背
中
に
３
本
の
シ
マ
が
特
徴
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
も

の
や
、
子
ビ
ル
は
黒
い
色
を
し
て
い

ま
す
。

　
何
回
か
被
害
に
遭
い
ま
し
た
が
、

首
筋
を
吸
わ
れ
た
時
な
ど
は
血
液
が

流
れ
、
シ
ャ
ツ
が
真
っ
赤
に
な
っ
て

い
る
の
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
何
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次

は
、
登
山
靴
を
脱
い
だ
ら
靴
下
が

真
っ
赤
で
、
中
に
血
液
を
吸
っ
た
大

き
な
ヤ
マ
ビ
ル
が
い
ま
し
た
。
血
液

を
吸
わ
れ
て
い
て
も
全
く
痛
み
は
感

じ
ま
せ
ん
。
蚊
の
よ
う
に
マ
ラ
リ
ア

や
日
本
脳
炎
等
を
感
染
す
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

ヤ
マ
ビ
ル
の
生
体
等―

11
月
か
ら

４
月
迄
は
落
ち
葉
や
石
の
下
な
ど
で

越
冬
し
、
そ
れ
以
外
は
活
動
し
て
、

動
物
や
人
の
血
を
吸
っ
て
産
卵
し
ま

す
。
体
長
は
１
〜
５
㎝
で
、
１
回
の

産
卵
数
（
卵
の
う
）
は
１
〜
５
個
と

言
わ
れ
、
１
つ
の
卵
の
う
か
ら
５
〜

10
匹
の
子
が
生
ま
れ
ま
す
。
シ
ャ
ク

ト
リ
ム
シ
の
よ
う
な
動
き
を
し
ま
し

て
、
寿
命
は
２
〜
３
年
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ヤ
マ
ビ
ル
は
強
靭
な
筋
肉

を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
靴
で
踏
ん

だ
く
ら
い
で
は
退
治
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。

※

被
害
に
あ
っ
た
時̶

傷
口
か
ら
血

を
出
す
よ
う
に
し
て
流
水
で
洗
い
、

か
ゆ
み
や
腫
れ
を
軽
く
し
ま
し
ょ

う
。
傷
口
か
ら
は
ひ
き
続
き
出
血
し

２
〜
３
時
間
く
ら
い
血
が
止
ま
り
ま

せ
ん
の
で
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

等
を
小
さ
く
切
っ
て
貼
る
か
、
カ
ッ

ト
バ
ン
で
押
さ
え
る
と
血
が
止
ま
り

ま
す
。
そ
の
後
、
虫
刺
さ
れ
剤
や
か

ゆ
み
止
め
の
薬
を
塗
る
こ
と
。
ア
ン

モ
ニ
ア
は
効
果
が
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
吸
わ
れ
た
あ
と
に
は
か
ゆ

み
は
れ
が
あ
り
ま
す
が
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。

※

ヤ
マ
ビ
ル
を
運
ぶ
の
は̶

ニ
ホ
ン

ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
動
物
で

す
。
対
策
と
し
て
は
、
ハ
ン
タ
ー
に

よ
る
適
当
な
個
体
数
の
管
理
が
必
要

で
す
。
ヤ
マ
ビ
ル
退
治
は
な
か
な
か

大
変
な
こ
と
で
す
。

ニ
ホ
ン
ヤ
マ
ビ
ル里見

哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
24
号

広
報しもにた

●
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
　
８
月

は
は
ね
こ
し
峡
で
す
!!

●
日
　時
　
８
月
20
日
（
日
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　は
ね
こ
し
峡
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　は
ね
こ
し
峡
　

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や

す
い
服
装
、
長
靴

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意

し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分

間
程
度
の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

※
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

展
示
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
８
月
の
休
館
日
は
７
・
21
日

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
下
仁
田
町

自
然
史
館
　
☎
70
―
３
０
７
０
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
を
「
来
館
者
が

楽
し
く
見
学
で
き
る
、
楽
し
み
や
す
い

自
然
史
館
」
と
し
て
展
示
室
を
一
部
改

装
し
、
9
月
1
日
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
記
念
と
し
て
企
画
展
「
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
の
海
と
マ
グ
マ
の
誕
生
―
四
ッ
又

山
、
1
億
年
前
の
姿
―
」
を
10
月
１
日

か
ら
開
催
い
た
し
ま
す
。
新
し
く
な
っ

た
下
仁
田
町
自
然
史
館
に
ぜ
ひ
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
）

●
休
館
日
　
①
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

②
12
月
29
日
〜
翌
年
1
月
4
日
ま
で

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
無
料

町
民
は
無
料

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
事
を
も
っ
と
よ
く
知
り
た

い
、
下
仁
田
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
い
う
人
を
対
象
に
ジ

オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
第
一
回
養
成
講
座

を
6
月
4
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し

た
。
第
一
回
は
保
科
裕
先
生
（
下
仁
田

自
然
学
校
）
、
秋
池
武
先
生
（
下
仁
田

町
歴
史
館
）
に
よ
る
下
仁
田
の
地
質
、

歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
で
、
受
講
者
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
8
月

以
降
に
も
講
義
や
現
地
見
学
な
ど
様
々

な
講
座
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
形
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
の
工
作
を
し
な
が
ら
下
仁
田
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
　時
　
8
月
9
日
（
水
）
午
後
1

時
〜
午
後
3
時

●
会
　場
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
3
階

技
術
伝
承
室

●
費
　用
　
3
0
0
円

●
持
ち
物
　
タ
オ
ル

●
定
　員
　
30
名

●
申
し
込
み
方
法
　
下
仁
田
町
公
民
館

（
☎
82
―
3
5
3
5
）
に
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

下
仁
田
町
自
然
史
館
が

リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

下
仁
田
町
自
然
史
館
が

リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成

講
座
が
始
ま
り
ま
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成

講
座
が
始
ま
り
ま
し
た

ア
ン
モ
ナ
イ
ト

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う

ア
ン
モ
ナ
イ
ト

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う

第
二
回
自
然
史
館

地
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

第
二
回
自
然
史
館

地
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

お
知
ら
せ

行
事
予
定

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
下
仁
田
の
大
地
の
魅
力
を
紹
介
す
る

講
座
で
す
。
第
２
回
は
「
人
類
と
岩
石

の
か
か
わ
り
ー
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の

視
点
」
を
テ
ー
マ
に
左
記
の
通
り
開
催

し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

●
日
　時
　
9
月
1
日
（
金
）

午
後
７
時
〜

●
会
　場
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
F

技
術
伝
承
室

●
担
　当
　
中
村
　
由
克
（
下
仁
田
町

自
然
史
館
長
）

　
現
在
群
馬
県
内
で
、
ヤ
マ
ビ
ル
が

増
え
て
い
る
の
は
北
毛
や
西
毛
地
区

が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
登

山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
等
に

出
掛
け
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ヤ
マ
ビ
ル
は
、
春
か
ら
秋
ま
で
み

ら
れ
ま
す
が
、
特
に
気
温
の
高
い
雨

や
雨
上
が
り
の
日
活
動
が
活
発
で

す
。

　
５
月
下
旬
に
町
内
の
山
に
入
り
ま

し
た
ら
、
長
靴
に
何
匹
も
の
ヤ
マ
ビ

ル
が
這
い
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
あ

ら
か
じ
め
や
や
濃
い
塩
水
を
容
器
に

入
れ
て
行
き
ま
し
た
の
で
噴
射
し
て

退
治
し
ま
し
た
。
今
は
ヤ
マ
ビ
ル
よ

け
の
ス
プ
レ
ー
も
販
売
し
て
い
ま

す
。
少
々
値
段
が
高
い
の
で
、
塩
水

（
20
％
以
上
）
で
も
効
果
は
あ
り
ま

す
。

　
ヤ
マ
ビ
ル
は
、
赤
褐
色
を
し
て
い

て
背
中
に
３
本
の
シ
マ
が
特
徴
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
も

の
や
、
子
ビ
ル
は
黒
い
色
を
し
て
い

ま
す
。

　
何
回
か
被
害
に
遭
い
ま
し
た
が
、

首
筋
を
吸
わ
れ
た
時
な
ど
は
血
液
が

流
れ
、
シ
ャ
ツ
が
真
っ
赤
に
な
っ
て

い
る
の
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
何
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次

は
、
登
山
靴
を
脱
い
だ
ら
靴
下
が

真
っ
赤
で
、
中
に
血
液
を
吸
っ
た
大

き
な
ヤ
マ
ビ
ル
が
い
ま
し
た
。
血
液

を
吸
わ
れ
て
い
て
も
全
く
痛
み
は
感

じ
ま
せ
ん
。
蚊
の
よ
う
に
マ
ラ
リ
ア

や
日
本
脳
炎
等
を
感
染
す
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

ヤ
マ
ビ
ル
の
生
体
等―
11
月
か
ら

４
月
迄
は
落
ち
葉
や
石
の
下
な
ど
で

越
冬
し
、
そ
れ
以
外
は
活
動
し
て
、

動
物
や
人
の
血
を
吸
っ
て
産
卵
し
ま

す
。
体
長
は
１
〜
５
㎝
で
、
１
回
の

産
卵
数
（
卵
の
う
）
は
１
〜
５
個
と

言
わ
れ
、
１
つ
の
卵
の
う
か
ら
５
〜

10
匹
の
子
が
生
ま
れ
ま
す
。
シ
ャ
ク

ト
リ
ム
シ
の
よ
う
な
動
き
を
し
ま
し

て
、
寿
命
は
２
〜
３
年
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ヤ
マ
ビ
ル
は
強
靭
な
筋
肉

を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
靴
で
踏
ん

だ
く
ら
い
で
は
退
治
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。

※

被
害
に
あ
っ
た
時̶

傷
口
か
ら
血

を
出
す
よ
う
に
し
て
流
水
で
洗
い
、

か
ゆ
み
や
腫
れ
を
軽
く
し
ま
し
ょ

う
。
傷
口
か
ら
は
ひ
き
続
き
出
血
し

２
〜
３
時
間
く
ら
い
血
が
止
ま
り
ま

せ
ん
の
で
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

等
を
小
さ
く
切
っ
て
貼
る
か
、
カ
ッ

ト
バ
ン
で
押
さ
え
る
と
血
が
止
ま
り

ま
す
。
そ
の
後
、
虫
刺
さ
れ
剤
や
か

ゆ
み
止
め
の
薬
を
塗
る
こ
と
。
ア
ン

モ
ニ
ア
は
効
果
が
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
吸
わ
れ
た
あ
と
に
は
か
ゆ

み
は
れ
が
あ
り
ま
す
が
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。

※

ヤ
マ
ビ
ル
を
運
ぶ
の
は̶

ニ
ホ
ン

ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
動
物
で

す
。
対
策
と
し
て
は
、
ハ
ン
タ
ー
に

よ
る
適
当
な
個
体
数
の
管
理
が
必
要

で
す
。
ヤ
マ
ビ
ル
退
治
は
な
か
な
か

大
変
な
こ
と
で
す
。

ニ
ホ
ン
ヤ
マ
ビ
ル里見

哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
24
号

広
報しもにた

●
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
　
８
月

は
は
ね
こ
し
峡
で
す
!!

●
日
　時
　
８
月
20
日
（
日
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　は
ね
こ
し
峡
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　は
ね
こ
し
峡
　

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や

す
い
服
装
、
長
靴

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意

し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分

間
程
度
の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

※
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
は
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

展
示
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
８
月
の
休
館
日
は
７
・
21
日

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
下
仁
田
町

自
然
史
館
　
☎
70
―
３
０
７
０

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だよりジオ情報ジオ情報
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平
成
28
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生

の
作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な

り
、人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
28
年
度
の
も
の

で
す
。

　
世
界
か
ら
戦
争
が
消
え
た
ら
いい
の
に
な
。

　
平
和
な
時
代
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
た
ち
に
と
って
戦

争
を
し
て
い
る
国
が
あ
る
な
ん
て
、あ
ま
り
に
も
信
じ

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、現
実
に
あ
る
の
で
す
。な
ぜ
今

で
も
世
界
中
で
戦
争
が
起
こって
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
人
類
は
は
る
か
昔
か
ら
、自
分
の
利
益
の
為
に
力

で
う
ば
い
合
う
と
い
う
卑
劣
な
行
為
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。平
和
主
義
の
日
本
で
あ
って
も
、か
つ

て
は
戦
国
時
代
が
あ
り
自
分
た
ち
の
領
地
の
た
め

に
争
い
、た
く
さ
ん
の
人
の
血
を
流
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、日
清
戦
争・日
露
戦
争・第
一次
世
界
大

戦
な
ど
数
々
の
戦
争
を
行
って
き
ま
し
た
。戦
争
で

負
け
た
事
に
よ
り
得
た
現
在
の
平
和
。た
く
さ
ん
の

人
の
苦
し
み
が
現
在
の
平
和
な
日
本
を
築
い
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
歴
史
か
ら
学
び
ま
し
た
。私
た

ち
は
そ
れ
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
戦
争
時
代
の
日
本
と
は
いっ
た
い
ど
ん
な
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。私
は
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。戦
争
が
長
く
な
る
に
つ
れ
人
々
の
生
活
は
苦
し

く
な
り
ま
し
た
。食
料
が
な
く
、人
々
は
ま
と
も
な

食
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で
も「
ほ
し
が

り
ま
せ
ん
、勝
つ
ま
で
は
。」「
ぜ
い
た
く
は
敵
。」と

いっ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
自
分
た
ち
を
は
げ
ま
し
な
が

ら
、不
自
由
な
生
活
に
た
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
戦
争
反
対
み
た
い
な
こ
と
を
少
し
で
も
口
に
出

し
た
ら
警
察
に
連
れ
て
行
か
れ
、殺
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。思
っ
た
こ
と
を
口
に
出
す
こ
と

も
許
さ
れ
な
い
不
自
由
な
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。自

分
の
家
族
を
戦
争
に
送
り
出
す
時
は
、笑
顔
で
、送

り
出
し
た
そ
う
で
す
。し
か
し
、心
の
中
で
は「
早

く
戦
争
が
終
わ
っ
て
ほ
し
い
。」「
無
事
に
帰
っ
て
き

て
ほ
し
い
。」と
い
の
り
、そ
っ
と
泣
い
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。も
し
、自
分
の
父
が
戦
争
に
行
って
し
ま
っ

た
ら
と
思
う
と
、と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、広
島・長
崎
への
原

爆
投
下
は
、今
も
な
お
、人
々
の
心
に
深
い
悲
し
み

を
与
え
、二
度
と
繰
り
返
し
て
い
か
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。私
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ

た
と
い
う
映
像
や
再
現
し
た
ア
ニ
メ
を
見
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
声
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。ひ
ふ

が
と
け
て
し
ま
っ
た
人
、や
け
ど
を
お
って
熱
さ
と

痛
み
に
た
え
ら
れ
ず
川
に
入
る
人
々
、重
な
り
合
う

死
体
の
山
。そ
れ
は
ま
る
で
地
獄
の
よ
う
で
、本
当

に
こ
わ
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、戦
地
に
行
っ
た
兵
隊
も
同
じ
く
つ
ら
い
も

の
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。神
風
特
攻
隊
と
い
う
の
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。そ
れ
は
生
き
て
帰
る

見
込
み
の
な
い
決
死
の
攻
撃
部
隊
だ
っ
た
そ
う
で

す
。何
を
思
い
、何
を
考
え
、突
撃
し
て
いっ
た
の
で

し
ょ
う
か
。こ
わ
さ
で
ふ
る
え
る
人
も
た
く
さ
ん
い

た
で
し
ょ
う
。日
本
に
残
し
た
子
供
や
妻・恋
人・両

親
の
こ
と
を
思
い
、家
族
を
守
り
た
い
と
い
う
強
い

気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
だ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。そ
の

人
た
ち
の
強
い
思
い
が
、現
在
の
平
和
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
普
段
、人
権
で
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
、平
和
の
あ
り
が
た
さ
も
、考
え
な
が
ら
生
き
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
と
も
と
あ
っ
た
も

の
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、犠

牲
に
な
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

本
当
に
あ
っ
た
戦
争
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。き
ち

ん
と
学
ん
で
、本
当
に
あ
っ
た
こ
と
を
次
の
世
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、私
は
強
く
思
い

ま
し
た
。そ
の
た
め
に
も
、学
ぶ
自
由・選
ぶ
自
由
が

私
た
ち
に
は
、存
在
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
か
世
界
全
体
か
ら
戦
争
が
な
く
な
る
こ
と

を
強
く
願
って
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
た
め
に
私
が

で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、考
え
続
け
、行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、人
権
月
間
で
い
じ
め
の
こ
と
や
友
達

と
仲
良
く
す
る
大
切
さ
を
道
徳
や
人
権
朝
礼
で
勉

強
し
ま
し
た
。

　
道
徳
で
は
、「
わ
た
し
の
い
も
う
と
」と
い
う
本
を

先
生
が
読
ん
で
く
れ
ま
し
た
。そ
の
本
は
、最
初
は

元
気
な
妹
が
、学
校
で
い
じ
め
に
あ
って
、口
を
聞
か

な
く
な
って
、部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
、何
も
食
べ
な
い

で
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
お
話
で
す
。わ
た
し
は
、い

じ
め
は
人
の
心
を
き
ず
つ
け
、明
る
い
心
を
暗
く
し

た
り
、人
を
殺
し
た
り
し
て
し
ま
う
と
て
も
こ
わ
い

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
も
三
年
生
の
と
き
、友
達
に
い
や
な
こ
と

を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
と
き
、わ
た

し
は
と
て
も
き
ず
つ
き
ま
し
た
。お
兄
ち
ゃ
ん
に
相

談
を
し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、下
仁
田
小
学
校
か
ら
い
じ
め
が
な
く

な
っ
て
、全
員
が
わ
ら
っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
に
は
、四
十
三
人
の
友
達
が
い
ま
す
。そ

れ
は
、四
年
生
全
員
が
友
達
だ
か
ら
で
す
。そ
の
中

で
一
番
の
友
達
と
は
、い
つ
も
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま

す
。勉
強
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
教
え
て

く
れ
る
と
て
も
や
さ
し
い
友
達
で
す
。

　
わ
た
し
は
、友
達
は
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。な
ぜ

か
と
言
う
と
、わ
ら
っ
た
り
、遊
ん
だ
り
、泣
い
た
り

し
た
と
き
、友
達
が
い
る
と
す
ご
く
ホ
ッ
と
す
る
か

ら
で
す
。た
ま
に
、け
ん
か
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。き
ら
い
だ
な
と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。だ
け

ど
、き
ら
い
と
思
う
の
は
、き
ら
い
の
中
に
そ
の
友
達

が
好
き
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。な
ぜ
か
と
言
う
と
、好
き
だ
か
ら
言
い
た
い
こ

と
も
言
っ
て
、け
ん
か
も
し
て
し
ま
う
の
だ
と
思
う

か
ら
で
す
。わ
た
し
は
、友
達
と
け
ん
か
を
し
た
と

き
、「
き
ら
い
。」と
、言
って
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
ん
な
時
は
、悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
、わ
た
し
は
、「
き
ら
い
」と
い
う
言
葉
を
言

わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。友
達
と
け
ん

か
を
し
て
も
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
け
ん
か
を

し
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、友
達
の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん

見
つ
け
て
、今
よ
り
も
っ
と
友
達
の「
わ
」を
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

作文
優秀賞

戦
争
と
平
和
に

つい
て
考
え
る

下
仁
田
中
学
校

　二
年
二
組

　小
林

　彩
也
花

作文
優秀賞

私
の
友
達

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　小
井
土

　有
美

広
報しもにた

人権ポスター
優秀賞 下仁田中学校　2年

板垣　咲良

人権尊重作品人権尊重作品
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平
成
28
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生

の
作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な

り
、人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
28
年
度
の
も
の

で
す
。

　
世
界
か
ら
戦
争
が
消
え
た
ら
いい
の
に
な
。

　
平
和
な
時
代
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
た
ち
に
と
って
戦

争
を
し
て
い
る
国
が
あ
る
な
ん
て
、あ
ま
り
に
も
信
じ

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、現
実
に
あ
る
の
で
す
。な
ぜ
今

で
も
世
界
中
で
戦
争
が
起
こって
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
人
類
は
は
る
か
昔
か
ら
、自
分
の
利
益
の
為
に
力

で
う
ば
い
合
う
と
い
う
卑
劣
な
行
為
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。平
和
主
義
の
日
本
で
あ
って
も
、か
つ

て
は
戦
国
時
代
が
あ
り
自
分
た
ち
の
領
地
の
た
め

に
争
い
、た
く
さ
ん
の
人
の
血
を
流
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、日
清
戦
争・日
露
戦
争・第
一次
世
界
大

戦
な
ど
数
々
の
戦
争
を
行
って
き
ま
し
た
。戦
争
で

負
け
た
事
に
よ
り
得
た
現
在
の
平
和
。た
く
さ
ん
の

人
の
苦
し
み
が
現
在
の
平
和
な
日
本
を
築
い
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
歴
史
か
ら
学
び
ま
し
た
。私
た

ち
は
そ
れ
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
戦
争
時
代
の
日
本
と
は
いっ
た
い
ど
ん
な
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。私
は
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。戦
争
が
長
く
な
る
に
つ
れ
人
々
の
生
活
は
苦
し

く
な
り
ま
し
た
。食
料
が
な
く
、人
々
は
ま
と
も
な

食
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で
も「
ほ
し
が

り
ま
せ
ん
、勝
つ
ま
で
は
。」「
ぜ
い
た
く
は
敵
。」と

いっ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
自
分
た
ち
を
は
げ
ま
し
な
が

ら
、不
自
由
な
生
活
に
た
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
戦
争
反
対
み
た
い
な
こ
と
を
少
し
で
も
口
に
出

し
た
ら
警
察
に
連
れ
て
行
か
れ
、殺
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。思
っ
た
こ
と
を
口
に
出
す
こ
と

も
許
さ
れ
な
い
不
自
由
な
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。自

分
の
家
族
を
戦
争
に
送
り
出
す
時
は
、笑
顔
で
、送

り
出
し
た
そ
う
で
す
。し
か
し
、心
の
中
で
は「
早

く
戦
争
が
終
わ
っ
て
ほ
し
い
。」「
無
事
に
帰
っ
て
き

て
ほ
し
い
。」と
い
の
り
、そ
っ
と
泣
い
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。も
し
、自
分
の
父
が
戦
争
に
行
って
し
ま
っ

た
ら
と
思
う
と
、と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、広
島・長
崎
への
原

爆
投
下
は
、今
も
な
お
、人
々
の
心
に
深
い
悲
し
み

を
与
え
、二
度
と
繰
り
返
し
て
い
か
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。私
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ

た
と
い
う
映
像
や
再
現
し
た
ア
ニ
メ
を
見
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
声
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。ひ
ふ

が
と
け
て
し
ま
っ
た
人
、や
け
ど
を
お
って
熱
さ
と

痛
み
に
た
え
ら
れ
ず
川
に
入
る
人
々
、重
な
り
合
う

死
体
の
山
。そ
れ
は
ま
る
で
地
獄
の
よ
う
で
、本
当

に
こ
わ
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、戦
地
に
行
っ
た
兵
隊
も
同
じ
く
つ
ら
い
も

の
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。神
風
特
攻
隊
と
い
う
の
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。そ
れ
は
生
き
て
帰
る

見
込
み
の
な
い
決
死
の
攻
撃
部
隊
だ
っ
た
そ
う
で

す
。何
を
思
い
、何
を
考
え
、突
撃
し
て
いっ
た
の
で

し
ょ
う
か
。こ
わ
さ
で
ふ
る
え
る
人
も
た
く
さ
ん
い

た
で
し
ょ
う
。日
本
に
残
し
た
子
供
や
妻・恋
人・両

親
の
こ
と
を
思
い
、家
族
を
守
り
た
い
と
い
う
強
い

気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
だ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。そ
の

人
た
ち
の
強
い
思
い
が
、現
在
の
平
和
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
普
段
、人
権
で
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
、平
和
の
あ
り
が
た
さ
も
、考
え
な
が
ら
生
き
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
と
も
と
あ
っ
た
も

の
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、犠

牲
に
な
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

本
当
に
あ
っ
た
戦
争
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。き
ち

ん
と
学
ん
で
、本
当
に
あ
っ
た
こ
と
を
次
の
世
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、私
は
強
く
思
い

ま
し
た
。そ
の
た
め
に
も
、学
ぶ
自
由・選
ぶ
自
由
が

私
た
ち
に
は
、存
在
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
か
世
界
全
体
か
ら
戦
争
が
な
く
な
る
こ
と

を
強
く
願
って
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
た
め
に
私
が

で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
、考
え
続
け
、行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、人
権
月
間
で
い
じ
め
の
こ
と
や
友
達

と
仲
良
く
す
る
大
切
さ
を
道
徳
や
人
権
朝
礼
で
勉

強
し
ま
し
た
。

　
道
徳
で
は
、「
わ
た
し
の
い
も
う
と
」と
い
う
本
を

先
生
が
読
ん
で
く
れ
ま
し
た
。そ
の
本
は
、最
初
は

元
気
な
妹
が
、学
校
で
い
じ
め
に
あ
って
、口
を
聞
か

な
く
な
って
、部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
、何
も
食
べ
な
い

で
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
お
話
で
す
。わ
た
し
は
、い

じ
め
は
人
の
心
を
き
ず
つ
け
、明
る
い
心
を
暗
く
し

た
り
、人
を
殺
し
た
り
し
て
し
ま
う
と
て
も
こ
わ
い

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
も
三
年
生
の
と
き
、友
達
に
い
や
な
こ
と

を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
と
き
、わ
た

し
は
と
て
も
き
ず
つ
き
ま
し
た
。お
兄
ち
ゃ
ん
に
相

談
を
し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、下
仁
田
小
学
校
か
ら
い
じ
め
が
な
く

な
っ
て
、全
員
が
わ
ら
っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
に
は
、四
十
三
人
の
友
達
が
い
ま
す
。そ

れ
は
、四
年
生
全
員
が
友
達
だ
か
ら
で
す
。そ
の
中

で
一
番
の
友
達
と
は
、い
つ
も
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま

す
。勉
強
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
教
え
て

く
れ
る
と
て
も
や
さ
し
い
友
達
で
す
。

　
わ
た
し
は
、友
達
は
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。な
ぜ

か
と
言
う
と
、わ
ら
っ
た
り
、遊
ん
だ
り
、泣
い
た
り

し
た
と
き
、友
達
が
い
る
と
す
ご
く
ホ
ッ
と
す
る
か

ら
で
す
。た
ま
に
、け
ん
か
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。き
ら
い
だ
な
と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。だ
け

ど
、き
ら
い
と
思
う
の
は
、き
ら
い
の
中
に
そ
の
友
達

が
好
き
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。な
ぜ
か
と
言
う
と
、好
き
だ
か
ら
言
い
た
い
こ

と
も
言
っ
て
、け
ん
か
も
し
て
し
ま
う
の
だ
と
思
う

か
ら
で
す
。わ
た
し
は
、友
達
と
け
ん
か
を
し
た
と

き
、「
き
ら
い
。」と
、言
って
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
ん
な
時
は
、悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
、わ
た
し
は
、「
き
ら
い
」と
い
う
言
葉
を
言

わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。友
達
と
け
ん

か
を
し
て
も
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
け
ん
か
を

し
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、友
達
の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん

見
つ
け
て
、今
よ
り
も
っ
と
友
達
の「
わ
」を
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

作文
優秀賞

戦
争
と
平
和
に

つい
て
考
え
る

下
仁
田
中
学
校

　二
年
二
組

　小
林

　彩
也
花

作文
優秀賞

私
の
友
達

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　小
井
土

　有
美

広
報しもにた

人権ポスター
優秀賞 下仁田中学校　2年

板垣　咲良

人権尊重作品人権尊重作品
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○
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や一
部
免
除
、納
付
猶
予
や
学

生
納
付
特
例
に
つ
い
て
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
将
来
の
年
金
受

給
額
に
反
映
さ
れ
、受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
期
間
に
つ
い
て
、１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、当
時
の
保
険
料
に
経
過
し

た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

○
付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、第
１
号
被
保
険
者（
自

営
業
者
等
）や
６５
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、定
額
保
険

料
を
納
め
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え

て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、将
来
、老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

　（
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
、多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制

度
を
利
用
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。）

　
付
加
年
金
の
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、お
住
ま
い
の
市
役
所・町
村
役
場

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室

（
☎
０
２
７・３
２
２・4
2
9
9
）

広
報しもにた

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
曾
孫
等
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
空
を
蹴
る

　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
五
里
霧
中
急
ぐ
が
如
き
ホ
ト
ト
ギ
ス

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
紅
燃
や
し
露
地
を
彩
ど
る
百
日
花

　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
大
揺
れ
の
青
き
海
原
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
大
樹
よ
じ
れ
て
風
吹
き
ま
く
る

　
　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
息
が
く
れ
し
大
文
字
見
や
す
い
万
歩
計
元
気
百
ば
い
歩
数
増
や
さ
ん

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
暮
れ
な
ず
み
杜
へ
誘
う
時
鳥
鳴
き
冴
え
わ
た
り
今
宵
哀
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

ふ

こ

【
草
林
俳
句
会
下
仁
田
支
部
六
月
句
会
】

■
紫
蘇
の
笊
抱
け
ば
香
り
の
重
さ
か
な

　高
田
ト
ク

■
麦
秋
の
風
は
日
暮
の
彩
と
な
る

　
　
　永
井
ス
ミ
子

■
売
れ
残
る
茄
子
苗
す
で
に
花
の
あ
り

　斉
藤
悦
子

■
映
る
雲
交
ぜ
込
み
代
田
掻
き
に
け
り

　新
井
笑
子

■
麦
秋
や
音
の
忙
し
き
コ
ン
バ
イ
ン

　
　吉
田
文
子

■
父
逝
き
て
叔
父
に
形
見
の
藤
寝
椅
子

　青
木
一
郎

■
複
数
の
音
横
に
這
ふ
草
刈
機

　
　
　
　須
藤
禮
子

■
岩
肌
の
音
ひ
っ
ぱ
っ
て
滴
れ
り

　
　
　佐
藤
信
香

■
彩
り
の
こ
と
ば
を
集
め
濃
あ
ぢ
さ
ゐ

　今
井
陽
子

8月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

8/17（木）
１０：００～１１：００

すいか割で服等汚れると思います。タオルや着替え等ご用意ください。 動きやすい服装でご参加下さい。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
すいか割り

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問合せ先
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場　福祉保険課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３
　　　　　　　（直通）

8/29（火）

親
子
の
集
い
の
広
場

人権尊重作品人権尊重作品

み
と
め
あ
い

　
　
は
げ
ま
し
あ
お
う

　
　
　
　
　
　
た
い
せ
つ
な
と
も
だ
ち

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
佐
藤
　
大
樹

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

あ
い
さ
つ
で

　
　
ぼ
く
も
み
ん
な
も

　
　
　
　
　
　
　
い
い
き
も
ち

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
竹
田
　
蒼
志
郎

お
も
い
や
り

　
　
　
や
さ
し
い
こ
と
ば
が

　
　
　
　
　
　
え
が
お
に
な
る
ね

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
神
戸
　
葉
月

町の文芸町の文芸
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○
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や一
部
免
除
、納
付
猶
予
や
学

生
納
付
特
例
に
つ
い
て
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
将
来
の
年
金
受

給
額
に
反
映
さ
れ
、受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
期
間
に
つ
い
て
、１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、当
時
の
保
険
料
に
経
過
し

た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

○
付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、第
１
号
被
保
険
者（
自

営
業
者
等
）や
６５
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、定
額
保
険

料
を
納
め
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え

て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、将
来
、老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

　（
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
、多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制

度
を
利
用
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。）

　
付
加
年
金
の
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、お
住
ま
い
の
市
役
所・町
村
役
場

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室

（
☎
０
２
７・３
２
２・4
2
9
9
）

広
報しもにた

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
曾
孫
等
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
空
を
蹴
る

　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
五
里
霧
中
急
ぐ
が
如
き
ホ
ト
ト
ギ
ス

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
紅
燃
や
し
露
地
を
彩
ど
る
百
日
花

　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
大
揺
れ
の
青
き
海
原
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
大
樹
よ
じ
れ
て
風
吹
き
ま
く
る

　
　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
息
が
く
れ
し
大
文
字
見
や
す
い
万
歩
計
元
気
百
ば
い
歩
数
増
や
さ
ん

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
暮
れ
な
ず
み
杜
へ
誘
う
時
鳥
鳴
き
冴
え
わ
た
り
今
宵
哀
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

ふ

こ

【
草
林
俳
句
会
下
仁
田
支
部
六
月
句
会
】

■
紫
蘇
の
笊
抱
け
ば
香
り
の
重
さ
か
な

　高
田
ト
ク

■
麦
秋
の
風
は
日
暮
の
彩
と
な
る

　
　
　永
井
ス
ミ
子

■
売
れ
残
る
茄
子
苗
す
で
に
花
の
あ
り

　斉
藤
悦
子

■
映
る
雲
交
ぜ
込
み
代
田
掻
き
に
け
り

　新
井
笑
子

■
麦
秋
や
音
の
忙
し
き
コ
ン
バ
イ
ン

　
　吉
田
文
子

■
父
逝
き
て
叔
父
に
形
見
の
藤
寝
椅
子

　青
木
一
郎

■
複
数
の
音
横
に
這
ふ
草
刈
機

　
　
　
　須
藤
禮
子

■
岩
肌
の
音
ひ
っ
ぱ
っ
て
滴
れ
り

　
　
　佐
藤
信
香

■
彩
り
の
こ
と
ば
を
集
め
濃
あ
ぢ
さ
ゐ

　今
井
陽
子

8月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

8/17（木）
１０：００～１１：００

すいか割で服等汚れると思います。タオルや着替え等ご用意ください。 動きやすい服装でご参加下さい。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
すいか割り

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問合せ先
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場　福祉保険課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３
　　　　　　　（直通）

8/29（火）

親
子
の
集
い
の
広
場

人権尊重作品人権尊重作品

み
と
め
あ
い

　
　
は
げ
ま
し
あ
お
う

　
　
　
　
　
　
た
い
せ
つ
な
と
も
だ
ち

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
佐
藤
　
大
樹

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

あ
い
さ
つ
で

　
　
ぼ
く
も
み
ん
な
も

　
　
　
　
　
　
　
い
い
き
も
ち

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
竹
田
　
蒼
志
郎

お
も
い
や
り

　
　
　
や
さ
し
い
こ
と
ば
が

　
　
　
　
　
　
え
が
お
に
な
る
ね

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
神
戸
　
葉
月

町の文芸町の文芸
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

●
対
象
者
　
県
内
に
居
住
す
る
聴
覚
障
害

者
と
そ
の
家
族
。

　
平
成
29
年
度
ま
で
の
群
馬
県
聴
覚
障
害

者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

（
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
）
を
修
了
し
た
者
。

ま
た
は
、
他
の
講
座
等
で
手
話
を
学
ん
だ

経
験
の
あ
る
者
。

●
定
員
　
10
名

●
受
講
料
　
無
料

●
日
時
　
10
月
3
日
（
火
）
〜
11
月
21
日

（
火
）
の
毎
週
火
曜
日
　
（
全
8
回
）

午
後
6
時
45
分
〜
午
後
8
時
45
分

●
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12
）

●
申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き
に
　
①

住
所
　
②
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）　
③
性
別
　

④
年
齢
　
⑤
職
業
　
⑥
F
A
X
又
は
電
話

番
号
　
⑦
聴
覚
障
害
の
有
無
（
無
の
場
合

は
聴
覚
障
害
者
と
の
関
係
）
を
記
入
し
左

記
の
申
込
み
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
間
　
8
月
21
日
（
月
）
〜

9
月
4
日
（
月
）
必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
　
係

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　
前
橋
市
新
前
橋

町
13
―
12
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
3
階

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
3

℻
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
4

　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価
格
な

の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同
じ
と

認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代

を
節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、
医
師

や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
て

も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場
合
や
取
扱

い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

　
野
焼
き
は
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
、
県
条
例
、
及
び
町

条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
や
、
庭
木
・

枯
草
な
ど
も
燃
や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
ご
み
収
集
に
出
す
か
大
量
の
場
合

は
直
接
町
の
ご
み
処
理
場
へ
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
環
境
係

☎
82
―
5
4
9
0

　
こ
の
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
と
M
I

N
T
O
機
構
の
資
金
拠
出
に
よ
り
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
を
形
成
し
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
直
接
個
人
等
か

ら
資
金
提
供
を
受
け
る
住
民
等
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
に
対
し
、
助
成
等
を
行
い

ま
す
。

●
応
募
方
法
　
（
一
財
）
民
間
都
市
開
発

推
進
機
構
ま
で
、
提
出
書
類
を
送
付
。

応
募
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
選
考
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
（http://w

w
w
.m
into.

or.jp/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
　
平
成
29
年
9
月
15
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
（
一
財
）
民
間
都
市
開

発
推
進
機
構
　
企
画
部
　
担
当
：
大
口
、

島
田

☎
03
―
5
5
4
6
―
0
7
9
7

℻
03
―
5
5
4
6
―
0
7
9
4

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
3
戸
（
昭
和
54（
2
戸
）・

55
年
度
（
1
戸
）
建
設
）

●
間
取
り 

2
階
建
、
洋
室
3
D
K
　
約

60
㎡

●
家
賃
　
1
3
、
3
0
0
円
〜
2
1
、

0
0
0
円
の
間
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
1
台
　
月
額
1
、
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費
　
月
額
2
、

8
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
随
時
受
付
中
で
す
。

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
申
込
み
し
た
月
の
月
末

（
最
短
の
場
合
）

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7
（
直
通
）

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
2
戸
（
平
成
22
年
度
建

設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
　
3
D
K
　
約

73
・
6
㎡

●
家
賃
　
2
5
、
5
0
0
円
〜
3
8
、

0
0
0
円
の
間
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
1
台
　
月
額
1
、
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費
　
月
額
3
、

3
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
随
時
受
付
中
で
す
。

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
申
込
み
し
た
月
の
月
末

（
最
短
の
場
合
）

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

●
住
宅
種
別
　
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
（
勤

労
者
）
住
宅

●
募
集
戸
数
　
1
戸（
平
成
25
年
度
建
設
）

●
間
取
り
　
1
K 

ロ
フ
ト
付
　
延
床
面

積
26
・
49
㎡

●
家
賃
　
2
2
、
0
0
0
円
（
定
額
） 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費
　
月
額
2
、

0
0
0
円

●
駐
車
場
　
1
台
　
月
額
1
、
6
2
0
円

●
資
格
　
町
内
に
転
入
予
定
又
は
転
入
後

3
年
以
内
の
者
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
入
居
期
間
　
2
年
以
内

●
受
付
日
時
　
8
月
1
日
（
火
）
〜
10
日

（
木
）
の
平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
8
月
下
旬（
最
短
の
場
合
）

募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

●
日
時
　
9
月
3
日
（
日
）
午
前
8
時
30

分
集
合

雨
天
の
場
合
は
9
月
10
日
（
日
）

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
・
在

学
者

●
種
目
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
・
初
心
者
ダ
ブ
ル
ス

●
申
込
み
期
限
　
大
会
当
日
午
前
8
時
30

分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先
　
体
協
事
務
局
（
教
育

委
員
会
内
）

☎
82
―
2
1
1
5
（
内
線
7
1
4
）

　
も
み
じ
会
は
、
自
分
の
子
ど
も
や
兄
弟

姉
妹
、
配
偶
者
が
「
心
の
病
で
あ
る
」
と

診
断
さ
れ
、
悩
ん
で
い
る
家
族
の
方
が
集

ま
っ
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
会
で

す
。
年
間
行
事
と
し
て
、
懇
親
会
や
学
習

会
、
施
設
見
学
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

会
に
参
加
し
て
悩
み
を
話
し
合
う
こ
と

で
、
学
び
合
い
、
助
け
合
い
の
中
か
ら
何

か
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
も
み
じ
会
で
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

活
用
型
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
」募
集

浴
室
等
、リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
！

町
営
し
ら
か
ば
団
地

入
居
者
募
集

町
民
テ
ニ
ス
大
会

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

も
み
じ
会（
富
岡
地
域
精
神

障
が
い
者
家
族
会
）の

ご
あ
ん
な
い

町
営
伊
勢
山
下
団
地

入
居
者
募
集

ご
み
は
燃
や
さ
ず

町
の
ご
み
収
集
へ
！

〜
野
焼
き（
屋
外
焼
却
）は

　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
違
反
で
す
〜

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

宮
畑
住
宅
入
居
者
募
集
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

●
対
象
者
　
県
内
に
居
住
す
る
聴
覚
障
害

者
と
そ
の
家
族
。

　
平
成
29
年
度
ま
で
の
群
馬
県
聴
覚
障
害

者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

（
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
）
を
修
了
し
た
者
。

ま
た
は
、
他
の
講
座
等
で
手
話
を
学
ん
だ

経
験
の
あ
る
者
。

●
定
員
　
10
名

●
受
講
料
　
無
料

●
日
時
　
10
月
3
日
（
火
）
〜
11
月
21
日

（
火
）
の
毎
週
火
曜
日
　
（
全
8
回
）

午
後
6
時
45
分
〜
午
後
8
時
45
分

●
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12
）

●
申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き
に
　
①

住
所
　
②
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）　
③
性
別
　

④
年
齢
　
⑤
職
業
　
⑥
F
A
X
又
は
電
話

番
号
　
⑦
聴
覚
障
害
の
有
無
（
無
の
場
合

は
聴
覚
障
害
者
と
の
関
係
）
を
記
入
し
左

記
の
申
込
み
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
間
　
8
月
21
日
（
月
）
〜

9
月
4
日
（
月
）
必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
　
係

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　
前
橋
市
新
前
橋

町
13
―
12
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
3
階

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
3

℻
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
4

　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価
格
な

の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同
じ
と

認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代

を
節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、
医
師

や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
て

も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場
合
や
取
扱

い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

　
野
焼
き
は
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
、
県
条
例
、
及
び
町

条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
や
、
庭
木
・

枯
草
な
ど
も
燃
や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
ご
み
収
集
に
出
す
か
大
量
の
場
合

は
直
接
町
の
ご
み
処
理
場
へ
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
　
環
境
係

☎
82
―
5
4
9
0

　
こ
の
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
と
M
I

N
T
O
機
構
の
資
金
拠
出
に
よ
り
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
を
形
成
し
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
直
接
個
人
等
か

ら
資
金
提
供
を
受
け
る
住
民
等
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
に
対
し
、
助
成
等
を
行
い

ま
す
。

●
応
募
方
法
　
（
一
財
）
民
間
都
市
開
発

推
進
機
構
ま
で
、
提
出
書
類
を
送
付
。

応
募
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
選
考
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
（http://w

w
w
.m
into.

or.jp/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
　
平
成
29
年
9
月
15
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
（
一
財
）
民
間
都
市
開

発
推
進
機
構
　
企
画
部
　
担
当
：
大
口
、

島
田

☎
03
―
5
5
4
6
―
0
7
9
7

℻
03
―
5
5
4
6
―
0
7
9
4

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
3
戸
（
昭
和
54（
2
戸
）・

55
年
度
（
1
戸
）
建
設
）

●
間
取
り 

2
階
建
、
洋
室
3
D
K
　
約

60
㎡

●
家
賃
　
1
3
、
3
0
0
円
〜
2
1
、

0
0
0
円
の
間
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
1
台
　
月
額
1
、
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費
　
月
額
2
、

8
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
随
時
受
付
中
で
す
。

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
申
込
み
し
た
月
の
月
末

（
最
短
の
場
合
）

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7
（
直
通
）

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
2
戸
（
平
成
22
年
度
建

設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
　
3
D
K
　
約

73
・
6
㎡

●
家
賃
　
2
5
、
5
0
0
円
〜
3
8
、

0
0
0
円
の
間
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
1
台
　
月
額
1
、
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費
　
月
額
3
、

3
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
随
時
受
付
中
で
す
。

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
申
込
み
し
た
月
の
月
末

（
最
短
の
場
合
）

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

●
住
宅
種
別
　
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
（
勤

労
者
）
住
宅

●
募
集
戸
数
　
1
戸（
平
成
25
年
度
建
設
）

●
間
取
り
　
1
K 

ロ
フ
ト
付
　
延
床
面

積
26
・
49
㎡

●
家
賃
　
2
2
、
0
0
0
円
（
定
額
） 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費
　
月
額
2
、

0
0
0
円

●
駐
車
場
　
1
台
　
月
額
1
、
6
2
0
円

●
資
格
　
町
内
に
転
入
予
定
又
は
転
入
後

3
年
以
内
の
者
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
入
居
期
間
　
2
年
以
内

●
受
付
日
時
　
8
月
1
日
（
火
）
〜
10
日

（
木
）
の
平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
8
月
下
旬（
最
短
の
場
合
）

募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

●
日
時
　
9
月
3
日
（
日
）
午
前
8
時
30

分
集
合

雨
天
の
場
合
は
9
月
10
日
（
日
）

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
・
在

学
者

●
種
目
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
・
初
心
者
ダ
ブ
ル
ス

●
申
込
み
期
限
　
大
会
当
日
午
前
8
時
30

分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先
　
体
協
事
務
局
（
教
育

委
員
会
内
）

☎
82
―
2
1
1
5
（
内
線
7
1
4
）

　
も
み
じ
会
は
、
自
分
の
子
ど
も
や
兄
弟

姉
妹
、
配
偶
者
が
「
心
の
病
で
あ
る
」
と

診
断
さ
れ
、
悩
ん
で
い
る
家
族
の
方
が
集

ま
っ
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
会
で

す
。
年
間
行
事
と
し
て
、
懇
親
会
や
学
習

会
、
施
設
見
学
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

会
に
参
加
し
て
悩
み
を
話
し
合
う
こ
と

で
、
学
び
合
い
、
助
け
合
い
の
中
か
ら
何

か
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
も
み
じ
会
で
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

活
用
型
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
」募
集

浴
室
等
、リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
！

町
営
し
ら
か
ば
団
地

入
居
者
募
集

町
民
テ
ニ
ス
大
会

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

も
み
じ
会（
富
岡
地
域
精
神

障
が
い
者
家
族
会
）の

ご
あ
ん
な
い

町
営
伊
勢
山
下
団
地

入
居
者
募
集

ご
み
は
燃
や
さ
ず

町
の
ご
み
収
集
へ
！

〜
野
焼
き（
屋
外
焼
却
）は

　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
違
反
で
す
〜

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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町
で
は
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
常
時
使
用

し
て
い
る
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
対
し
、

紙
お
む
つ
購
入
費
の
扶
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
期
間
を
前
期
・
後
期
に
分
け
、

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
今
回
の
対
象
期
間
は
平
成
29
年
3
月
購

入
分
か
ら
平
成
29
年
8
月
購
入
分
ま
で

（
前
期
）
で
す
。

●
対
象
者

①
要
介
護
2
以
上
の
判
定
を
受
け
て
い
る

方②
身
体
障
害
者
手
帳「
1
級
・
2
級
」の
方

③
療
育
手
帳
「
A
」
の
方

※
い
ず
れ
も
町
に
住
所
を
有
す
る
方
が
対

象
で
す
。
た
だ
し
、
15
日
以
上
の
入
院
・

入
所
（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
利
用
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）
期
間
が
あ
る
月

は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
対
象
期
間
中
で

上
記
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
基
準
に
該
当

し
な
い
月
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
扶
助
額

①
に
該
当
す
る
方

購
入
価
格
ま
た
は
月
額
3
、
0
0
0
円
の

う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

②
③
に
該
当
す
る
方

購
入
価
格
ま
た
は
月
額
5
、
0
0
0
円
の

う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
請
期
間

8
月
10
日
（
木
）
〜
9
月
11
日
（
月
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

1
、
介
護
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
1
つ
（
複
数
所
持

者
は
す
べ
て
持
参
）

2
、
領
収
証
（
宛
名
・
但
し
書
き
・
紙
お

む
つ
の
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）

※
レ
シ
ー
ト
は
不
可
　
レ
ジ
か
ら
打
ち
出

さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
風
の
領
収
証
は
、
店
舗

の
印
が
あ
る
も
の
な
ら
可

3
、
申
請
者
の
印
鑑

4
、
申
請
者
の
指
定
預
金
口
座
番
号
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
店
番
・
口
座
番

号
）

※
入
院
・
入
所
（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

利
用
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
期
間
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
介
護
保
険
係

☎
64
―
8
8
0
2
（
直
通
）

福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

　
荒
船
環
境
興
業
は
、
8
月
14
日
（
月
）

か
ら
16
日
（
水
）
ま
で
、
下
南
興
業
社

は
、
8
月
14
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
火
）

ま
で
、
お
盆
休
暇
の
た
め
「
し
尿
収
集
業

務
」
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
収
集
依
頼
が
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
業
者
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。

●
連
絡
先

（
有
）
荒
船
環
境
興
業
☎
84
―
3
4
7
1

（
有
）
下
南
興
業
社
　
☎
82
―
3
0
1
9  

　
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に
収
集

場
所
に
出
し
て
下
さ
い
。

・
乾
電
池
、
体
温
計
は
、
中
身
が
見
え
る

透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏
名
を
書
い

て
出
し
て
下
さ
い
。

・
蛍
光
管
は
、
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も
の

に
は
氏
名
記
入
）
、
透
明
な
袋
に
入
れ
て

出
し
て
下
さ
い
。
割
れ
た
蛍
光
管
や
電
球

は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て

下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
事
務
局
（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
8
8
1
1

●
対
象
　町
内
に
お
い
て
、
雑
草
が
繁
茂

す
る
土
地
の
草
刈
り
を
利
用
す
る
個
人
や

団
体
の
方
に
無
料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。
（
詳
細
は
、
広
報
し
も
に
た
５
月

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

　
な
お
、
ご
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
農
林

課
（
☎
64
―
8
8
0
6
）
、
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
82
―
5
4
9
1
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、
広
く
県
民

の
方
々
に
正
確
な
計
量
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
計
量
啓
発
標
語
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ

・
正
し
い
計
量
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る

作
品

・
適
正
な
計
量
器
が
使
用
・
流
通
さ
れ
る

こ
と
を
促
す
作
品

●
募
集
規
定
　

・
自
作
で
未
発
表
の
作
品

・
1
人
2
作
品
ま
で
応
募
可

・
著
作
権
等
一
切
の
権
利
は
す
べ
て
群
馬

県
計
量
検
定
所
に
帰
属
し
ま
す
。

●
賞
　
入
選
2
点

※
図
書
カ
ー
ド
2
千
円
分
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
発
表
　
平
成
29
年
9
月
（
予
定
）

※
入
賞
者
に
は
、
県
H
P
及
び
書
面
で
通

知
し
ま
す

●
応
募
資
格
　
県
内
に
在
住
す
る
人

●
応
募
期
限
　
平
成
29
年
8
月
31
日（
木
）

必
着

●
応
募
方
法
　
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

よ
る

応
募
作
品
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
（
学

年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
計
量
検
定
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
募

用
紙
が
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/07/z500
0001.htm
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●
そ
の
他
　
入
選
作
品
は
計
量
標
語
ポ
ス

タ
ー
に
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
普
及
啓
発
資

料
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
計
量

検
定
所
　
〒
3
7
9
―
2
1
5
2
　
前
橋

市
下
大
島
町
81
―
13

☎
0
2
7
―
2
6
3
―
2
4
3
6

℻
0
2
7
―
2
6
3
―
3
1
4
2

　
ほ
た
る
山
公
園
（
吉
崎
）
で
は
、
創
業

1
3
0
周
年
を
迎
え
る
神
津
牧
場
の

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛（
子
牛
３
頭
）を
放
牧
し
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
会
い
に
来
て
下
さ
い
！

　
こ
の
春
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
人
気
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ

ン
ロ
や
、
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
・
ハ
ン
モ
ッ

ク
な
ど
貸
出
グ
ッ
ズ
も
充
実
。
木
製
遊
具

「
冒
険
の
砦
」
や
地
学
迷
路
、
御
岳
山
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。
今
年

の
夏
休
み
は
、
絶
景
の
ほ
た
る
山
公
園
で

大
自
然
を
満
喫
し
よ
う
。

●
放
牧
期
間
　
7
月
中
旬
〜
10
月
頃

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
予
約
　
ほ
た

る
山
公
園
管
理
事
務
室

☎
0
2
7
4
―
82
―
6
2
2
2

●
休
園
日
　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）
　
※
12
月
〜
3
月
は
冬
季
閉
鎖

詳
し
く
は
、
ほ
た
る
山
公
園
で
検
索

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
外
か
ら
の
誘
客

を
促
進
し
、
街
中
を
回
遊
し
て
い
た
だ

き
、
レ
ト
ロ
・
モ
ダ
ン
な
街
並
み
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
「
商
業
祭
・
商
工
会
青
年
部

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

●
開
催
日
時
　
平
成
29
年
11
月
5
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
小
雨
決
行
）

●
開
催
場
所
　
下
仁
田
駅
前
中
央
通
り

●
イ
ベ
ン
ト
内
容
（
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

・
手
し
ご
と
市
場
　
西
上
州
唯
一
の
手
作

り
品
市
。
手
作
り
品
の
「
技
」
の
披
露
、

力
試
し
の
場
で
す
。

・
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
　
手
づ
く
り
ね
ぎ
ピ

ザ
、
き
の
こ
汁
　
そ
の
他

●
主
催
　
下
仁
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

■
出
店
者
募
集

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
心
を
込
め
て
作
っ
た

手
作
り
品
の
展
示
販
売
出
店
者
を
追
加
募

集
し
ま
す
。

●
会
場
　
下
仁
田
駅
前
中
央
通
り

●
募
集
区
画
数
　
20
区
画
（
1
個
人
に
つ

き
1
区
画
）

●
区
画
　
中
央
通
り
空
き
店
舗
前
軒
下

（
お
よ
そ
2
m
幅
）

●
出
店
品
　
手
作
り
品
に
限
る
（
仕
入
品

不
可
・
体
験
参
加
型
大
歓
迎
）

●
出
店
料
　
1
区
画
　
5
0
0
円
（
イ
ベ

ン
ト
当
日
徴
収
）

●
募
集
期
限
　
平
成
29
年
9
月
30
日（
土
）

ま
で

●
申
込
資
格
　
町
内
・
町
外
、
プ
ロ
・
ア

マ
は
不
問
。

●
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・
F
A

X
に
て
左
記
内
容
を
記
入
の
上
、
お
申
込

み
下
さ
い
。

　
氏
名
、
携
帯
や
メ
ー
ル
な
ど
の
連
絡

先
、
出
店
品
内
容
、
要
電
源
の
有
無
（
様

式
は
任
意
で
結
構
で
す
。
）

●
注
意
事
項
等

・
区
画
箇
所
は
主
催
者
に
て
決
定
し
ま
す
。

・
雨
対
策
、
机
等
は
出
店
者
の
責
任
で
準

備
願
い
ま
す
（
テ
ン
ト
張
り
可
）

・
指
定
箇
所
で
荷
降
ろ
し
後
、
速
や
か
に

車
両
を
指
定
駐
車
場
（
諏
訪
神
社
前
駐
車

場
）
に
移
動
願
い
ま
す
。

・
荷
降
ろ
し
場
所
か
ら
区
画
ま
で
の
搬
送

用
に
、
な
る
べ
く
各
自
台
車
を
持
参
下
さ

い
。

●
出
店
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
申
込
先 

〒
3
7
0
―
2
6
0
1
　
群
馬
県
甘
楽
郡

下
仁
田
町
下
仁
田
3
8
6

下
仁
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
　
堀
越
健
介

℻
0
2
7
4
―
82
―
5
4
8
8

☎
0
9
0
―
8
7
2
6
―
7
9
5
9

E-m
ail

：kenta@
m
si.biglobe.ne.jp

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が
責
任

を
も
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
町
で
は
老
朽
化
が
進
ん
だ
、
空
き
家
の

取
壊
し
に
対
し
、
最
大
20
万
円
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

　
助
成
に
は
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
の
老
朽
化
が
進
み
、
周
囲
に
危

険
を
お
よ
ぼ
す
状
況
に
な
る
と
、
特
定
空

家
等
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
、
更
地
と
同
様
に
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故

が
お
き
た
場
合
、
賠
償
責
任
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
早
め
の
ご
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
・
相
談
先
　
保
健
環
境
課
　
環
境

係
　
☎
82
―
5
4
9
0

自
走
式
草
刈
粉
砕
機

《
無
料
で
貸
出
し
》

神
津
牧
場
創
業
1
3
0
周
年

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

こ
の
夏
、ほ
た
る
山
公
園
で

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
に
出
会
え
る

広
報しもにた

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

下
仁
田
町
在
宅
要
援
護
者

紙
お
む
つ
購
入
費
扶
助
事
業

平
成
29
年
度
前
期
申
請

平
成
29
年
度
群
馬
県
計
量

啓
発
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

第
8
回
下
仁
田
へ

行
っ
て
ん
べ
ー
祭
開
催

し
尿
収
集
運
搬
業
務

休
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

9
月
は
、乾
電
池
、体
温
計
、

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

空
き
家
取
壊
し
助
成
し
ま
す
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町
で
は
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
常
時
使
用

し
て
い
る
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
対
し
、

紙
お
む
つ
購
入
費
の
扶
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
期
間
を
前
期
・
後
期
に
分
け
、

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
今
回
の
対
象
期
間
は
平
成
29
年
3
月
購

入
分
か
ら
平
成
29
年
8
月
購
入
分
ま
で

（
前
期
）
で
す
。

●
対
象
者

①
要
介
護
2
以
上
の
判
定
を
受
け
て
い
る

方②
身
体
障
害
者
手
帳「
1
級
・
2
級
」の
方

③
療
育
手
帳
「
A
」
の
方

※
い
ず
れ
も
町
に
住
所
を
有
す
る
方
が
対

象
で
す
。
た
だ
し
、
15
日
以
上
の
入
院
・

入
所
（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
利
用
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）
期
間
が
あ
る
月

は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
対
象
期
間
中
で

上
記
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
基
準
に
該
当

し
な
い
月
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
扶
助
額

①
に
該
当
す
る
方

購
入
価
格
ま
た
は
月
額
3
、
0
0
0
円
の

う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

②
③
に
該
当
す
る
方

購
入
価
格
ま
た
は
月
額
5
、
0
0
0
円
の

う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
請
期
間

8
月
10
日
（
木
）
〜
9
月
11
日
（
月
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

1
、
介
護
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
1
つ
（
複
数
所
持

者
は
す
べ
て
持
参
）

2
、
領
収
証
（
宛
名
・
但
し
書
き
・
紙
お

む
つ
の
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）

※
レ
シ
ー
ト
は
不
可
　
レ
ジ
か
ら
打
ち
出

さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
風
の
領
収
証
は
、
店
舗

の
印
が
あ
る
も
の
な
ら
可

3
、
申
請
者
の
印
鑑

4
、
申
請
者
の
指
定
預
金
口
座
番
号
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
店
番
・
口
座
番

号
）

※
入
院
・
入
所
（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

利
用
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
期
間
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
介
護
保
険
係

☎
64
―
8
8
0
2
（
直
通
）

福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

　
荒
船
環
境
興
業
は
、
8
月
14
日
（
月
）

か
ら
16
日
（
水
）
ま
で
、
下
南
興
業
社

は
、
8
月
14
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
火
）

ま
で
、
お
盆
休
暇
の
た
め
「
し
尿
収
集
業

務
」
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
収
集
依
頼
が
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
業
者
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。

●
連
絡
先

（
有
）
荒
船
環
境
興
業
☎
84
―
3
4
7
1

（
有
）
下
南
興
業
社
　
☎
82
―
3
0
1
9  

　
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に
収
集

場
所
に
出
し
て
下
さ
い
。

・
乾
電
池
、
体
温
計
は
、
中
身
が
見
え
る

透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏
名
を
書
い

て
出
し
て
下
さ
い
。

・
蛍
光
管
は
、
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も
の

に
は
氏
名
記
入
）
、
透
明
な
袋
に
入
れ
て

出
し
て
下
さ
い
。
割
れ
た
蛍
光
管
や
電
球

は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て

下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
事
務
局
（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
8
8
1
1

●
対
象
　町
内
に
お
い
て
、
雑
草
が
繁
茂

す
る
土
地
の
草
刈
り
を
利
用
す
る
個
人
や

団
体
の
方
に
無
料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。
（
詳
細
は
、
広
報
し
も
に
た
５
月

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

　
な
お
、
ご
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
農
林

課
（
☎
64
―
8
8
0
6
）
、
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
82
―
5
4
9
1
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、
広
く
県
民

の
方
々
に
正
確
な
計
量
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
計
量
啓
発
標
語
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ

・
正
し
い
計
量
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る

作
品

・
適
正
な
計
量
器
が
使
用
・
流
通
さ
れ
る

こ
と
を
促
す
作
品

●
募
集
規
定
　

・
自
作
で
未
発
表
の
作
品

・
1
人
2
作
品
ま
で
応
募
可

・
著
作
権
等
一
切
の
権
利
は
す
べ
て
群
馬

県
計
量
検
定
所
に
帰
属
し
ま
す
。

●
賞
　
入
選
2
点

※
図
書
カ
ー
ド
2
千
円
分
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
発
表
　
平
成
29
年
9
月
（
予
定
）

※
入
賞
者
に
は
、
県
H
P
及
び
書
面
で
通

知
し
ま
す

●
応
募
資
格
　
県
内
に
在
住
す
る
人

●
応
募
期
限
　
平
成
29
年
8
月
31
日（
木
）

必
着

●
応
募
方
法
　
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

よ
る

応
募
作
品
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
（
学

年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
計
量
検
定
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
募

用
紙
が
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/07/z500
0001.htm
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●
そ
の
他
　
入
選
作
品
は
計
量
標
語
ポ
ス

タ
ー
に
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
普
及
啓
発
資

料
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
計
量

検
定
所
　
〒
3
7
9
―
2
1
5
2
　
前
橋

市
下
大
島
町
81
―
13

☎
0
2
7
―
2
6
3
―
2
4
3
6

℻
0
2
7
―
2
6
3
―
3
1
4
2

　
ほ
た
る
山
公
園
（
吉
崎
）
で
は
、
創
業

1
3
0
周
年
を
迎
え
る
神
津
牧
場
の

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛（
子
牛
３
頭
）を
放
牧
し
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
会
い
に
来
て
下
さ
い
！

　
こ
の
春
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
人
気
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ

ン
ロ
や
、
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
・
ハ
ン
モ
ッ

ク
な
ど
貸
出
グ
ッ
ズ
も
充
実
。
木
製
遊
具

「
冒
険
の
砦
」
や
地
学
迷
路
、
御
岳
山
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。
今
年

の
夏
休
み
は
、
絶
景
の
ほ
た
る
山
公
園
で

大
自
然
を
満
喫
し
よ
う
。

●
放
牧
期
間
　
7
月
中
旬
〜
10
月
頃

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
キ
ャ
ン
プ
予
約
　
ほ
た

る
山
公
園
管
理
事
務
室

☎
0
2
7
4
―
82
―
6
2
2
2

●
休
園
日
　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）
　
※
12
月
〜
3
月
は
冬
季
閉
鎖

詳
し
く
は
、
ほ
た
る
山
公
園
で
検
索

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
外
か
ら
の
誘
客

を
促
進
し
、
街
中
を
回
遊
し
て
い
た
だ

き
、
レ
ト
ロ
・
モ
ダ
ン
な
街
並
み
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
「
商
業
祭
・
商
工
会
青
年
部

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

●
開
催
日
時
　
平
成
29
年
11
月
5
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
小
雨
決
行
）

●
開
催
場
所
　
下
仁
田
駅
前
中
央
通
り

●
イ
ベ
ン
ト
内
容
（
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

・
手
し
ご
と
市
場
　
西
上
州
唯
一
の
手
作

り
品
市
。
手
作
り
品
の
「
技
」
の
披
露
、

力
試
し
の
場
で
す
。

・
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
　
手
づ
く
り
ね
ぎ
ピ

ザ
、
き
の
こ
汁
　
そ
の
他

●
主
催
　
下
仁
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

■
出
店
者
募
集

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
心
を
込
め
て
作
っ
た

手
作
り
品
の
展
示
販
売
出
店
者
を
追
加
募

集
し
ま
す
。

●
会
場
　
下
仁
田
駅
前
中
央
通
り

●
募
集
区
画
数
　
20
区
画
（
1
個
人
に
つ

き
1
区
画
）

●
区
画
　
中
央
通
り
空
き
店
舗
前
軒
下

（
お
よ
そ
2
m
幅
）

●
出
店
品
　
手
作
り
品
に
限
る
（
仕
入
品

不
可
・
体
験
参
加
型
大
歓
迎
）

●
出
店
料
　
1
区
画
　
5
0
0
円
（
イ
ベ

ン
ト
当
日
徴
収
）

●
募
集
期
限
　
平
成
29
年
9
月
30
日（
土
）

ま
で

●
申
込
資
格
　
町
内
・
町
外
、
プ
ロ
・
ア

マ
は
不
問
。

●
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・
F
A

X
に
て
左
記
内
容
を
記
入
の
上
、
お
申
込

み
下
さ
い
。

　
氏
名
、
携
帯
や
メ
ー
ル
な
ど
の
連
絡

先
、
出
店
品
内
容
、
要
電
源
の
有
無
（
様

式
は
任
意
で
結
構
で
す
。
）

●
注
意
事
項
等

・
区
画
箇
所
は
主
催
者
に
て
決
定
し
ま
す
。

・
雨
対
策
、
机
等
は
出
店
者
の
責
任
で
準

備
願
い
ま
す
（
テ
ン
ト
張
り
可
）

・
指
定
箇
所
で
荷
降
ろ
し
後
、
速
や
か
に

車
両
を
指
定
駐
車
場
（
諏
訪
神
社
前
駐
車

場
）
に
移
動
願
い
ま
す
。

・
荷
降
ろ
し
場
所
か
ら
区
画
ま
で
の
搬
送

用
に
、
な
る
べ
く
各
自
台
車
を
持
参
下
さ

い
。

●
出
店
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
申
込
先 

〒
3
7
0
―
2
6
0
1
　
群
馬
県
甘
楽
郡

下
仁
田
町
下
仁
田
3
8
6

下
仁
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
　
堀
越
健
介

℻
0
2
7
4
―
82
―
5
4
8
8

☎
0
9
0
―
8
7
2
6
―
7
9
5
9

E-m
ail

：kenta@
m
si.biglobe.ne.jp

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人
が
責
任

を
も
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
町
で
は
老
朽
化
が
進
ん
だ
、
空
き
家
の

取
壊
し
に
対
し
、
最
大
20
万
円
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

　
助
成
に
は
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
の
老
朽
化
が
進
み
、
周
囲
に
危

険
を
お
よ
ぼ
す
状
況
に
な
る
と
、
特
定
空

家
等
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
、
更
地
と
同
様
に
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故

が
お
き
た
場
合
、
賠
償
責
任
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
早
め
の
ご
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
・
相
談
先
　
保
健
環
境
課
　
環
境

係
　
☎
82
―
5
4
9
0

自
走
式
草
刈
粉
砕
機

《
無
料
で
貸
出
し
》

神
津
牧
場
創
業
1
3
0
周
年

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

こ
の
夏
、ほ
た
る
山
公
園
で

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
に
出
会
え
る

広
報しもにた

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

下
仁
田
町
在
宅
要
援
護
者

紙
お
む
つ
購
入
費
扶
助
事
業

平
成
29
年
度
前
期
申
請

平
成
29
年
度
群
馬
県
計
量

啓
発
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

第
8
回
下
仁
田
へ

行
っ
て
ん
べ
ー
祭
開
催

し
尿
収
集
運
搬
業
務

休
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

9
月
は
、乾
電
池
、体
温
計
、

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

空
き
家
取
壊
し
助
成
し
ま
す
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健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
9
月
か

ら
来
年
2
月
ま
で
の
6
か
月
間
参
加
で
き

る
方
を
募
集
し
て
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
重
要
な
お
知
ら
せ
　初
回
セ
ミ
ナ
ー
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

●
日
時
　8
月
20
日
（
日
）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

●
会
場
　下
仁
田
町
公
民
館

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
保
健
予
防
係
　

☎
82
―
5
4
9
0

　
互
い
支
え
合
っ
て
「
い
の
ち
」
と
「
こ

こ
ろ
」
を
守
る
、
温
か
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
た

め
の
講
座
で
す
。

●
日
程
　
9
月
7
日
（
木
）
　
　
　

●
時
間
　
受
付
／
午
後
1
時
〜 

　
　
　
　
講
演
／
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
（
下
仁
田
町

下
仁
田
1
1
1
―
2
）

●
講
師
　
N
P
O
法
人
日
本
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
協
会
　
大
小
原
　
利
信
　
先
生

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ     

●
参
加
費
　
無
料

●
参
加
方
法
　
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課 

保
健
予

防
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

  ◎
「
知
っ
て
得
す
る
健
康
教
室
第
3
弾
」

●
テ
ー
マ 

〜
脳
活
の
ス
ス
メ
…
い
つ
ま

で
も
、
若
々
し
く
・
元
気
で
・
健
康
に

「
脳
を
活
性
化
す
る
食
事
・
運
動
・
睡

眠
・
歯
み
が
き
」

 

ク
イ
ズ
や
体
力
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
日
時
　
平
成
29
年
10
月
29
日
（
日
）
　

午
前
9
時
〜
正
午

●
会
場
　
公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン

タ
ー

●
内
容
　講
座

①
「
脳
活
ク
イ
ズ
」

②
「
脳
を
活
性
化
す
る
食
事
・
運
動
・
睡

眠
・
歯
み
が
き
」

③
希
望
者
の
み
保
健
師
・
看
護
師
に
よ
る

健
康
相
談

体
験

①
体
力
測
定

②
咀
嚼
力
ガ
ム
チ
ェ
ッ
ク

③
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
30
名
（
事
前
予
約
制
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
2
1
1
1
（
代
）
内
線
2
8
1
0

●
警
察
を
名
の
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「
捕
ま
え
た
詐
欺
集
団
が
持
っ
て
い
た
リ

ス
ト
に
あ
な
た
の
名
前
が
載
っ
て
い
た
。

不
正
利
用
が
な
い
か
調
べ
る
の
で
取
引
し

て
い
る
金
融
機
関
の
通
帳
を
手
元
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
、
質
問
に
答

え
た
と
こ
ろ
、
「
○
○
銀
行
で
偽
造
カ
ー

ド
を
使
用
し
出
金
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
か

ら
▽
▽
▽
と
い
う
者
を
向
か
わ
せ
る
。
」

と
言
わ
れ
た
。

●
そ
の
後
、
▽
▽
▽
と
名
の
る
者
が
現
わ

れ
、
「
や
は
り
カ
ー
ド
が
偽
造
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
ま
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
を
変
え
た
方
が
い
い
で
す

よ
。
」
「
古
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
回

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
な
ど
と
言

わ
れ
た
の
で
、
暗
証
番
号
と
と
も
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
。

●
趣
旨
　
夏
の
草
花
を
見
な
が
ら
東
京
都

檜
原
都
民
の
森
を
散
策
し
、
歩
く
仲
間
と

親
睦
の
輪
を
広
げ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通

し
て
心
身
の
健
康
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

●
主
催
　
下
仁
田
町
体
育
協
会
ウ
ォ
ー
ク

部
・
下
仁
田
歩
く
会

●
期
日
　
平
成
29
年
8
月
27
日
（
日
）

●
集
合
出
発
　
下
仁
田
町
役
場
　
午
前
6
時

●
コ
ー
ス
　
東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村
　

都
民
の
森
散
策
コ
ー
ス

下
仁
田
町
役
場
　
午
前
6
時
＝
＝
道
の
駅

し
も
に
た
　
午
前
6
時
5
分
＝
＝
関
越
道

＝
＝
圏
央
道
＝
＝
奥
多
摩
周
遊
道
路
＝
＝

都
民
の
森
散
策
コ
ー
ス

復
路
（
往
路
に
同
じ
）
＝
＝
下
仁
田
町
役

場
着
　
午
後
6
時
30
分
予
定

●
募
集
人
員
　
27
人

●
参
加
資
格
　
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
健

康
な
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
と

す
る
。
）

●
参
加
料
　
大
人
5
、
5
0
0
円
、
子
供

（
小
学
生
以
下
）
4
、
0
0
0
円

　
不
参
加
の
場
合
、
参
加
料
は
返
還
い
た

し
ま
せ
ん
。

●
参
加
申
込
　
平
成
29
年
8
月
20
日
ま
で

に
、
電
話
及
び
所
定
の
参
加
申
込
書
に
参
加

料
を
添
え
て
左
記
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
3
7
0
―
2
6
0
4
　
下
仁
田
町
大
字

吉
崎
1
8
4
―
2
　
事
務
局
　
桜
井
栄
信

☎
0
9
0
―
7
2
7
8
―
4
4
9
4

●
免
責
範
囲
　
参
加
者
は
万
全
な
健
康
の

も
と
に
参
加
す
る
こ
と
、
万
一
事
故
、
病

気
等
が
発
生
し
た
場
合
、
出
来
る
範
囲
内

の
応
急
処
置
以
外
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま

す
。

●
持
参
品
　
昼
食
、
雨
具
、
帽
子
、
防
寒

具
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、
入
浴
準
備
品

な
ど
。

●
雨
天
決
行
　
荒
天
以
外
は
、
予
定
通
り

実
施
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
日
帰
り
温
泉

入
浴
あ
り
ま
す
。

【
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
と
は
】

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
野
外
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

●
開
催
日
時
　9
月
9
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
30
分

●
開
催
場
所

　ほ
た
る
山
公
園
、
こ
ん

に
ゃ
く
手
作
り
体
験
道
場
他
（
雨
天
決

行
・
荒
天
中
止
）
入
場
無
料
で
す
。
皆
さ

ん
奮
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
花
火
大
会
は
午
後
8
時
30
分
か
ら
で
す
。

　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
花
火
大
会

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
皆
様
か
ら
の
募

金
を
募
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
度
の
花
火
大
会
が
よ
り
一
層
盛
大

に
開
催
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
箇
所
　
下
仁
田
町
役
場

商
工
観
光
課
窓
口

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏

祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

下
仁
田
町
役
場
　
商
工
観
光
課
　
商
工
観

光
係
　
☎
０
２
７
４
―
64
―
8
8
0
5

　
平
成
29
年
３
月
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
「
根
小
屋
橋
（
大
字
西
野
牧
地
区
）
」
の

橋
梁
補
修
工
事
に
伴
う
バ
ス
の
迂
回
運
行
に

つ
い
て
、
工
期
に
伴
い
期
間
を
延
長
し
ま

す
。
ご
利
用
者
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
【
迂
回
路
線
】
①
し
も
に
た
バ
ス
初
鳥

屋
線
②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
６
号

●
【
延
長
期
間
】
８
月
１
日
（
火
）
〜
８

月
31
日
（
木
）

●
【
ご
利
用
で
き
な
い
停
留
所
】

①
し
も
に
た
バ
ス
：
「
旧
西
牧
小
前
」

「
診
療
所
前
」

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
：
「
根
小
屋
」
「
旧
西

牧
小
前
」
「
診
療
所
前
」

※
し
も
に
た
バ
ス
は
「
根
小
屋
」
停
留
所
に

停
車
い
た
し
ま
す
（
土
・
日
・
祝
日
運
行
も

停
車
し
ま
す
）
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
停
車

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
「
旧
西
牧
小
前
」
及
び
「
診
療
所
前
」

停
留
所
を
ご
利
用
し
た
い
方
は
「
本
宿
」

停
留
所
を
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
時
間
帯
に

「
根
小
屋
」
停
留
所
を
ご
利
用
し
た
い
方

は
「
小
出
屋
」
停
留
所
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
運
行
ダ
イ
ヤ
に
多
少
の
相
違
が
生
じ
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

【
し
も
に
た
バ
ス
】
地
域
創
生
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64
―
8
8
0
9

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
】
教
育
課
　
学
校
教
育

係
　
☎
82
―
2
1
1
5

【
工
事
関
係
】
建
設
ガ
ス
水
道
課
　
建
設

係
　
☎
64
―
8
8
0
7

【
運
転
管
理
】
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
（
株
）
バ

ス
事
務
所
　
☎
82
―
5
0
3
8

　
乳
腺
・
甲
状
腺
外
来
が
、
８
月
28
日

（
月
）
休
診
と
な
り
ま
す
。
代
診
と
し
て

８
月
21
日
（
月
）
診
療
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
皮
膚
科
が
9
月
1
日
（
金
）
休
診
と

な
り
、
代
診
と
し
て
9
月
4
日
（
月
）
診

療
を
行
い
ま
す
。
（
都
合
に
よ
り
、
休
診

に
な
る
診
療
科
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）
乳
幼
児
健
診
等

の
た
め
、
８
月
25
日
（
金
）
の
午
後
、
小
児

科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
９
月
５
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
１
０
３
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
（
☎
82

―
2
1
1
０
総
務
課
直
通
）

●
募
集
人
員
　
１
名
（
役
場
用
務
員
）

●
勤
務
場
所
　
町
役
場
庁
舎
内

●
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
（
応
相
談
）

●
勤
務
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日

を
除
く
）

●
勤
務
期
間
　
平
成
29
年
10
月
１
日
〜
平

成
30
年
３
月
31
日

●
賃
金
　
時
給
８
０
０
円

●
応
募
資
格
　
町
内
在
住
で
健
康
な
方
・

税
金
等
の
滞
納
が
な
い
方

●
募
集
期
限
　
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
に

総
務
課
へ
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総

務
課
行
政
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
☎
82
―
2
1
1
０
（
総
務
課
直
通
）

フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
檜
原
都
民
の
森
）参
加
要
領

平
成
29
年
度
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

『
味
方
に
な
り
き
る

　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
』

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

タ
ニ
タ
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

参
加
者
募
集
中
！

平
成
29
年
度
集
団
健
康
教
室

振
り
込
ま
な
い
！

渡
さ
な
い
！
　
送
ら
な
い
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
〜
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
交
付
型（
例
）〜

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル

2
0
1
7
開
催
し
ま
す

し
も
に
た
バ
ス
初
鳥
屋
線・ス
ク
ー
ル

バ
ス
６
号
の
迂
回
運
行
期
間
延
長

8
月
14
日（
月
）下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

「
花
火
大
会
」募
金
の
お
願
い

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

役
場
臨
時
職
員
募
集
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健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
9
月
か

ら
来
年
2
月
ま
で
の
6
か
月
間
参
加
で
き

る
方
を
募
集
し
て
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
重
要
な
お
知
ら
せ
　初
回
セ
ミ
ナ
ー
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

●
日
時
　8
月
20
日
（
日
）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

●
会
場
　下
仁
田
町
公
民
館

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
保
健
予
防
係
　

☎
82
―
5
4
9
0

　
互
い
支
え
合
っ
て
「
い
の
ち
」
と
「
こ

こ
ろ
」
を
守
る
、
温
か
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
た

め
の
講
座
で
す
。

●
日
程
　
9
月
7
日
（
木
）
　
　
　

●
時
間
　
受
付
／
午
後
1
時
〜 

　
　
　
　
講
演
／
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
（
下
仁
田
町

下
仁
田
1
1
1
―
2
）

●
講
師
　
N
P
O
法
人
日
本
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
協
会
　
大
小
原
　
利
信
　
先
生

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ     

●
参
加
費
　
無
料

●
参
加
方
法
　
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課 

保
健
予

防
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

  ◎
「
知
っ
て
得
す
る
健
康
教
室
第
3
弾
」

●
テ
ー
マ 

〜
脳
活
の
ス
ス
メ
…
い
つ
ま

で
も
、
若
々
し
く
・
元
気
で
・
健
康
に

「
脳
を
活
性
化
す
る
食
事
・
運
動
・
睡

眠
・
歯
み
が
き
」

 

ク
イ
ズ
や
体
力
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
日
時
　
平
成
29
年
10
月
29
日
（
日
）
　

午
前
9
時
〜
正
午

●
会
場
　
公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン

タ
ー

●
内
容
　講
座

①
「
脳
活
ク
イ
ズ
」

②
「
脳
を
活
性
化
す
る
食
事
・
運
動
・
睡

眠
・
歯
み
が
き
」

③
希
望
者
の
み
保
健
師
・
看
護
師
に
よ
る

健
康
相
談

体
験

①
体
力
測
定

②
咀
嚼
力
ガ
ム
チ
ェ
ッ
ク

③
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
30
名
（
事
前
予
約
制
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
2
1
1
1
（
代
）
内
線
2
8
1
0

●
警
察
を
名
の
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「
捕
ま
え
た
詐
欺
集
団
が
持
っ
て
い
た
リ

ス
ト
に
あ
な
た
の
名
前
が
載
っ
て
い
た
。

不
正
利
用
が
な
い
か
調
べ
る
の
で
取
引
し

て
い
る
金
融
機
関
の
通
帳
を
手
元
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
、
質
問
に
答

え
た
と
こ
ろ
、
「
○
○
銀
行
で
偽
造
カ
ー

ド
を
使
用
し
出
金
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
か

ら
▽
▽
▽
と
い
う
者
を
向
か
わ
せ
る
。
」

と
言
わ
れ
た
。

●
そ
の
後
、
▽
▽
▽
と
名
の
る
者
が
現
わ

れ
、
「
や
は
り
カ
ー
ド
が
偽
造
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
ま
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
を
変
え
た
方
が
い
い
で
す

よ
。
」
「
古
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
回

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
な
ど
と
言

わ
れ
た
の
で
、
暗
証
番
号
と
と
も
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
。

●
趣
旨
　
夏
の
草
花
を
見
な
が
ら
東
京
都

檜
原
都
民
の
森
を
散
策
し
、
歩
く
仲
間
と

親
睦
の
輪
を
広
げ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通

し
て
心
身
の
健
康
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

●
主
催
　
下
仁
田
町
体
育
協
会
ウ
ォ
ー
ク

部
・
下
仁
田
歩
く
会

●
期
日
　
平
成
29
年
8
月
27
日
（
日
）

●
集
合
出
発
　
下
仁
田
町
役
場
　
午
前
6
時

●
コ
ー
ス
　
東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村
　

都
民
の
森
散
策
コ
ー
ス

下
仁
田
町
役
場
　
午
前
6
時
＝
＝
道
の
駅

し
も
に
た
　
午
前
6
時
5
分
＝
＝
関
越
道

＝
＝
圏
央
道
＝
＝
奥
多
摩
周
遊
道
路
＝
＝

都
民
の
森
散
策
コ
ー
ス

復
路
（
往
路
に
同
じ
）
＝
＝
下
仁
田
町
役

場
着
　
午
後
6
時
30
分
予
定

●
募
集
人
員
　
27
人

●
参
加
資
格
　
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
健

康
な
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
と

す
る
。
）

●
参
加
料
　
大
人
5
、
5
0
0
円
、
子
供

（
小
学
生
以
下
）
4
、
0
0
0
円

　
不
参
加
の
場
合
、
参
加
料
は
返
還
い
た

し
ま
せ
ん
。

●
参
加
申
込
　
平
成
29
年
8
月
20
日
ま
で

に
、
電
話
及
び
所
定
の
参
加
申
込
書
に
参
加

料
を
添
え
て
左
記
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
3
7
0
―
2
6
0
4
　
下
仁
田
町
大
字

吉
崎
1
8
4
―
2
　
事
務
局
　
桜
井
栄
信

☎
0
9
0
―
7
2
7
8
―
4
4
9
4

●
免
責
範
囲
　
参
加
者
は
万
全
な
健
康
の

も
と
に
参
加
す
る
こ
と
、
万
一
事
故
、
病

気
等
が
発
生
し
た
場
合
、
出
来
る
範
囲
内

の
応
急
処
置
以
外
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま

す
。

●
持
参
品
　
昼
食
、
雨
具
、
帽
子
、
防
寒

具
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、
入
浴
準
備
品

な
ど
。

●
雨
天
決
行
　
荒
天
以
外
は
、
予
定
通
り

実
施
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
日
帰
り
温
泉

入
浴
あ
り
ま
す
。

【
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
と
は
】

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
野
外
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

●
開
催
日
時
　9
月
9
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
30
分

●
開
催
場
所

　ほ
た
る
山
公
園
、
こ
ん

に
ゃ
く
手
作
り
体
験
道
場
他
（
雨
天
決

行
・
荒
天
中
止
）
入
場
無
料
で
す
。
皆
さ

ん
奮
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
花
火
大
会
は
午
後
8
時
30
分
か
ら
で
す
。

　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
花
火
大
会

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
皆
様
か
ら
の
募

金
を
募
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
度
の
花
火
大
会
が
よ
り
一
層
盛
大

に
開
催
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
箇
所
　
下
仁
田
町
役
場

商
工
観
光
課
窓
口

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏

祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

下
仁
田
町
役
場
　
商
工
観
光
課
　
商
工
観

光
係
　
☎
０
２
７
４
―
64
―
8
8
0
5

　
平
成
29
年
３
月
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
「
根
小
屋
橋
（
大
字
西
野
牧
地
区
）
」
の

橋
梁
補
修
工
事
に
伴
う
バ
ス
の
迂
回
運
行
に

つ
い
て
、
工
期
に
伴
い
期
間
を
延
長
し
ま

す
。
ご
利
用
者
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
【
迂
回
路
線
】
①
し
も
に
た
バ
ス
初
鳥

屋
線
②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
６
号

●
【
延
長
期
間
】
８
月
１
日
（
火
）
〜
８

月
31
日
（
木
）

●
【
ご
利
用
で
き
な
い
停
留
所
】

①
し
も
に
た
バ
ス
：
「
旧
西
牧
小
前
」

「
診
療
所
前
」

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
：
「
根
小
屋
」
「
旧
西

牧
小
前
」
「
診
療
所
前
」

※
し
も
に
た
バ
ス
は
「
根
小
屋
」
停
留
所
に

停
車
い
た
し
ま
す
（
土
・
日
・
祝
日
運
行
も

停
車
し
ま
す
）
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
停
車

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
「
旧
西
牧
小
前
」
及
び
「
診
療
所
前
」

停
留
所
を
ご
利
用
し
た
い
方
は
「
本
宿
」

停
留
所
を
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
時
間
帯
に

「
根
小
屋
」
停
留
所
を
ご
利
用
し
た
い
方

は
「
小
出
屋
」
停
留
所
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
運
行
ダ
イ
ヤ
に
多
少
の
相
違
が
生
じ
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

【
し
も
に
た
バ
ス
】
地
域
創
生
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64
―
8
8
0
9

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
】
教
育
課
　
学
校
教
育

係
　
☎
82
―
2
1
1
5

【
工
事
関
係
】
建
設
ガ
ス
水
道
課
　
建
設

係
　
☎
64
―
8
8
0
7

【
運
転
管
理
】
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
（
株
）
バ

ス
事
務
所
　
☎
82
―
5
0
3
8

　
乳
腺
・
甲
状
腺
外
来
が
、
８
月
28
日

（
月
）
休
診
と
な
り
ま
す
。
代
診
と
し
て

８
月
21
日
（
月
）
診
療
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
皮
膚
科
が
9
月
1
日
（
金
）
休
診
と

な
り
、
代
診
と
し
て
9
月
4
日
（
月
）
診

療
を
行
い
ま
す
。
（
都
合
に
よ
り
、
休
診

に
な
る
診
療
科
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）
乳
幼
児
健
診
等

の
た
め
、
８
月
25
日
（
金
）
の
午
後
、
小
児

科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
９
月
５
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
１
０
３
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
（
☎
82

―
2
1
1
０
総
務
課
直
通
）

●
募
集
人
員
　
１
名
（
役
場
用
務
員
）

●
勤
務
場
所
　
町
役
場
庁
舎
内

●
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午
（
応
相
談
）

●
勤
務
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日

を
除
く
）

●
勤
務
期
間
　
平
成
29
年
10
月
１
日
〜
平

成
30
年
３
月
31
日

●
賃
金
　
時
給
８
０
０
円

●
応
募
資
格
　
町
内
在
住
で
健
康
な
方
・

税
金
等
の
滞
納
が
な
い
方

●
募
集
期
限
　
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
に

総
務
課
へ
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総

務
課
行
政
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
☎
82
―
2
1
1
０
（
総
務
課
直
通
）

フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
檜
原
都
民
の
森
）参
加
要
領

平
成
29
年
度
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

『
味
方
に
な
り
き
る

　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
』

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

タ
ニ
タ
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

参
加
者
募
集
中
！

平
成
29
年
度
集
団
健
康
教
室

振
り
込
ま
な
い
！

渡
さ
な
い
！
　
送
ら
な
い
！

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
〜
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
交
付
型（
例
）〜

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル

2
0
1
7
開
催
し
ま
す

し
も
に
た
バ
ス
初
鳥
屋
線・ス
ク
ー
ル

バ
ス
６
号
の
迂
回
運
行
期
間
延
長

8
月
14
日（
月
）下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

「
花
火
大
会
」募
金
の
お
願
い

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

行
政
相
談

役
場
臨
時
職
員
募
集
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世
界
に
誇
れ
る
下
仁
田
の
お
宝

と
言
え
ば
下
仁
田
ネ
ギ
の
ほ
か
に

い
く
つ
思
い
つ
き
ま
す
か
？
胸
を

張
っ
て
世
界
の
宝
だ
と
言
え
る
も

の
、
そ
れ
は
大
字
南
野
牧
に
あ
る

西
牧
鉱
山
の
鶏
冠
石
と
い
う
石
で

す
。
鶏
冠
石
は
ヒ
素
と
硫
黄
で
で

き
て
い
て
、
読
ん
で
字
の
ご
と

く
、
鶏
の
真
っ
赤
な
ト
サ
カ
の
よ

う
な
色
を
し
て
い
ま
す
。

　
鉱
山
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
役
立
つ
資
源
と
な
る
石
を

掘
り
出
す
場
所
で
す
。
西
牧
鉱
山

は
も
と
も
と
金
鉱
山
で
、
そ
の
後

に
ヒ
素
の
鉱
石
を
掘
っ
た
鉱
山
で

す
が
、
県
内
の
多
く
の
鉱
山
と
同

様
に
、
す
で
に
閉
山
し
て
い
ま

す
。
残
念
と
思
い
き
や
、
鉱
山
跡

地
を
訪
れ
る
と
、
か
つ
て
鉱
山
が

賑
や
か
だ
っ
た
頃
の
作
業
所
の
跡

や
、
石
を
取
り
出
す
た
め
に
潜
っ

た
坑
口
や
鉱
石
を
処
理
し
た
跡
な

ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ぞ

産
業
遺
産
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ

う
。
賑
や
か
だ
っ
た
頃
は
、
重
た

い
鉱
石
を
運
ぶ
た
め
に
ト
ロ
ッ
コ

も
通
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

今
年
、
下
仁
田
町
で
発
足
し
た
鉱

山
研
究
会
の
聞
き
取
り
調
査
で
、

当
時
西
牧
鉱
山
で
働
い
て
い
た
小

金
澤
正
代
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
詳
し
く
は
、

「
く
り
っ
ぺ
―
下
仁
田
自
然
学
校

だ
よ
り
―
」
第
93
号
10
〜
13
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。
小
金
澤

さ
ん
に
よ
る
と
、
石
を
取
り
出
す

ト
ン
ネ
ル
の
奥
に
、
幅
30
セ
ン
チ

も
の
鶏
冠
石
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
鶏
冠
石
は
ト

ン
ネ
ル
の
奥
で
、
た
な
び
く
き
ら

び
や
か
な
帯
の
よ
う
に
赤
く
光
っ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
つ
い
で

に
、
西
牧
鉱
山
は
、
若
林
鉱
と
い

う
美
し
い
黄
金
色
の
石
が
世
界
で

最
初
に
見
つ
か
っ
た
鉱
山
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
石
た
ち
が
織
り

な
す
光
景
を
想
像
す
る
と
下
仁
田

町
の
西
牧
鉱
山
っ
て
す
ご
い

な
ぁ
、
と
し
み
じ
み
思
う
の
で

す
。

　
実
は
昨
年
、
日
本
全
国
か
ら
の

一
般
投
票
と
、
石
の
専
門
家
た
ち

に
よ
る
「
県
の
石
」
の
選
考
が
行

わ
れ
、
西
牧
鉱
山
の
鶏
冠
石
が
群

馬
県
の
石
の
ひ
と
つ
と
し
て
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
般
の
人

た
ち
に
と
っ
て
も
、
専
門
家
に

と
っ
て
も
下
仁
田
町
の
西
牧
鉱
山

の
鶏
冠
石
が
「
す
ご
い
！
」
と
認

め
ら
れ
て
い
る
証
拠
で
す
。
日
本

全
国
の
県
の
石
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

県
の
専
門
家
に
よ
っ
て
読
み
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
て
、
一
冊
の
本
に

な
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
だ
け
知
っ
て
し
ま
っ
た
ら

実
際
に
鶏
冠
石
を
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
？
少
し
だ
け
鶏
冠

石
の
特
徴
を
お
話
し
す
る
と
、
鶏

冠
石
は
光
と
湿
気
に
弱
い
性
質
を

も
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
展
示

す
る
こ
と
で
光
に
あ
た
っ
て
い
る

と
、
綺
麗
な
赤
色
が
だ
ん
だ
ん
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

下
仁
田
町
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
下
仁

田
の
お
宝
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

世
界
に
誇
れ
る
下
仁
田
の
お
宝

世
界
に
誇
れ
る
下
仁
田
の
お
宝

▲西牧鉱山の鶏冠石
（群馬県立自然史博物館所蔵）

菅
原
久
誠（
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
）・
吉
川
和
男（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

に
し
の
ま
き
こ
う
ざ
ん

け
い
か
ん
せ
き

と
言
う
こ
と
で
、
青
倉
に
あ
る
下

仁
田
自
然
史
館
は
鶏
冠
石
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
ぜ

ひ
自
然
史
館
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。　

下
仁
田
町
の
鉱
山
に
関
す
る

情
報
を
ぜ
ひ
下
仁
田
自
然
史
館

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

☎
0
2
7
4
―
70
―
3
0
7
0

６月に入った新刊図書は次のとおりです。　新刊図書情報
著者名

林 真理子

見波利幸

麻倉一矢

鈴木信行

著者名

日高義樹

佐藤多佳子

曽野綾子

西尾維新

松本ぷりっつ

よこみぞゆり

著者名

ヨシタケ シンスケ

なかや みわ

鳥羽 亮

鳥羽 亮

藤井邦夫

辻堂魁

田口友隆

辻村深月

書名

我らがパラダイス

あの子が男性からうらやましいほど

愛されている101の理由

やめる勇気

サラリーマン川柳

なっとく傑作選３０回記念版

剣客大名 柳生俊平シリーズ

宝くじで１億円当たった人の末路

書名

誰が世界戦争を始めるのか

明るい夜に出かけて

フランス人は10着しか服を持たない

ファイナルレッスン

死ぬのもたいへんだ

掟上今日子の裏表紙

うちの３ねこ１～３巻

すみっコぐらし このままでいいんです

書名

つまんない つまんない

そらまめくんのはらっぱあそび

八丁堀吟味帳 鬼彦組シリーズ

隠目付江戸秘帳 幽霊舟

結城半蔵事件始末シリーズ

天人小五郎人情剣

５年後、金持ちになる人 貧乏になる人

かがみの孤城

ジェニファー・L・スコット

斎藤芳乃

NHK出版編

平成29年
8月1日発行
401号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
公
民
館
で
は
、
陶
芸
教
室
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
未
経
験
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。

◇
期
日
　
９
月
６
日
・
13
日
（
水
）
、
11

月
１
日
（
水
）
の
全
３
回

◇
時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

技
術
伝
承
室

◇
対
象
　
成
人

◇
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

◇
講
師
　
矢
嶋
敬
一
先
生
（
富
岡
市
）

◇
作
品
　
カ
ッ
プ
や
皿
、
花
瓶
な
ど
自
分

の
好
き
な
も
の
を
作
り
ま
す
。

◇
材
料
費
　
３
、
０
０
０
円

◇
用
意
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

２
本
、
ヘ
ラ
（
あ
る
方
）

※

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
開
始
　
８
月
１
日
（
火
）
〜

◇
問
合
せ
・
申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５

　
毎
年
恒
例
の
町
民
文
化
講
座
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。
心
温
ま
る
お
話
を
聞
い
て

心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
期
日
　
９
月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

◇
場
所
　
文
化
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
声
優
・
歌
手
　
佐
久
間
レ
イ
さ
ん 

◇
演
題
　
「
心
の
窓
を
あ
け
て
大
掃
除
！

き
っ
と
忘
れ
て
い
た
大
切
な
も
の
が
見
つ

か
り
ま
す
」

◇
内
容
　
歌
や
語
り
、
朗
読
劇
等
を
交
え

た
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
な
講
演
に
な
る
予

定
で
す

◇
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円(

発
売
中)

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
　
下
仁
田
町
公
民

館
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
文
化
協

会
各
団
体

◇
問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
事
務
局
（
下

仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５
）

　
富
岡
・
甘
楽
４
市
町
村
の
教
育
委
員
会

連
携
に
よ
る
「
か
ぶ
ら
文
化
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
と
み
お
か
市
民
大
学
校

の
認
定
講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
日
時
・
内
容
・
講
師
・
会
場
　
別
表
の

と
お
り

◇
対
象
者   

20
歳
以
上
の
人

◇
受
講
料
　
無
料

◇
定
員
　
富
岡
市
・
甘
楽
郡
全
体
で
70
人

（
先
着
順
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
８
月
１
日

（
火
）
〜
14
日
（
月
）
下
仁
田
町
公
民
館

（
☎
82―

３
５
３
５
）
へ
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※

１
講
座
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

陶
芸
教
室
の
ご
案
内

陶
芸
教
室
の
ご
案
内

町
民
文
化
講
座
に

お
越
し
く
だ
さ
い

町
民
文
化
講
座
に

お
越
し
く
だ
さ
い

「
か
ぶ
ら
文
化
講
座
」

受
講
生
募
集

「
か
ぶ
ら
文
化
講
座
」

受
講
生
募
集

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

１

２

３

４

５

日　　　　時

　９月　６日（水）
13：30～15：00
　９月２０日（水）
13：30～15：00
１０月　４日（水）
13：30～15：00

１０月１８日（水）
13：30～15：00

１１月　１日（水）
13：30～15：15

学　習　内　容

歴史が行き交う
いにしえの南牧村

七日市藩と加賀藩

日本酒文化とかぶらの酒蔵

長野県文化の　
甘楽郡への移入（閉講式）

講　　　　師

下仁田町歴史館　運営委員
副委員長　原田　喬　氏
群馬県立歴史博物館

教育普及係長　深澤　敦仁　氏
金沢市立玉川図書館

近世資料係長　袖吉　正樹　氏
県酒造組合技術委員長
西岡　義彦　氏

富岡製糸場総合研究センター
所長兼名誉顧問　今井　幹夫　氏

開 催 場 所

下仁田町
下仁田町公民館

南牧村
南牧村活性化センター

富岡市
生涯学習センター

甘楽町
甘楽町公民館
富岡市

生涯学習センター

（開講式）
中小坂鉄山と「たたら製鉄」

広
報しもにた

ホットニュースホットニュース公民館だより公民館だより
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世
界
に
誇
れ
る
下
仁
田
の
お
宝

と
言
え
ば
下
仁
田
ネ
ギ
の
ほ
か
に

い
く
つ
思
い
つ
き
ま
す
か
？
胸
を

張
っ
て
世
界
の
宝
だ
と
言
え
る
も

の
、
そ
れ
は
大
字
南
野
牧
に
あ
る

西
牧
鉱
山
の
鶏
冠
石
と
い
う
石
で

す
。
鶏
冠
石
は
ヒ
素
と
硫
黄
で
で

き
て
い
て
、
読
ん
で
字
の
ご
と

く
、
鶏
の
真
っ
赤
な
ト
サ
カ
の
よ

う
な
色
を
し
て
い
ま
す
。

　
鉱
山
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
役
立
つ
資
源
と
な
る
石
を

掘
り
出
す
場
所
で
す
。
西
牧
鉱
山

は
も
と
も
と
金
鉱
山
で
、
そ
の
後

に
ヒ
素
の
鉱
石
を
掘
っ
た
鉱
山
で

す
が
、
県
内
の
多
く
の
鉱
山
と
同

様
に
、
す
で
に
閉
山
し
て
い
ま

す
。
残
念
と
思
い
き
や
、
鉱
山
跡

地
を
訪
れ
る
と
、
か
つ
て
鉱
山
が

賑
や
か
だ
っ
た
頃
の
作
業
所
の
跡

や
、
石
を
取
り
出
す
た
め
に
潜
っ

た
坑
口
や
鉱
石
を
処
理
し
た
跡
な

ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ぞ

産
業
遺
産
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ

う
。
賑
や
か
だ
っ
た
頃
は
、
重
た

い
鉱
石
を
運
ぶ
た
め
に
ト
ロ
ッ
コ

も
通
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

今
年
、
下
仁
田
町
で
発
足
し
た
鉱

山
研
究
会
の
聞
き
取
り
調
査
で
、

当
時
西
牧
鉱
山
で
働
い
て
い
た
小

金
澤
正
代
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
詳
し
く
は
、

「
く
り
っ
ぺ
―
下
仁
田
自
然
学
校

だ
よ
り
―
」
第
93
号
10
〜
13
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。
小
金
澤

さ
ん
に
よ
る
と
、
石
を
取
り
出
す

ト
ン
ネ
ル
の
奥
に
、
幅
30
セ
ン
チ

も
の
鶏
冠
石
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
鶏
冠
石
は
ト

ン
ネ
ル
の
奥
で
、
た
な
び
く
き
ら

び
や
か
な
帯
の
よ
う
に
赤
く
光
っ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
つ
い
で

に
、
西
牧
鉱
山
は
、
若
林
鉱
と
い

う
美
し
い
黄
金
色
の
石
が
世
界
で

最
初
に
見
つ
か
っ
た
鉱
山
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
石
た
ち
が
織
り

な
す
光
景
を
想
像
す
る
と
下
仁
田

町
の
西
牧
鉱
山
っ
て
す
ご
い

な
ぁ
、
と
し
み
じ
み
思
う
の
で

す
。

　
実
は
昨
年
、
日
本
全
国
か
ら
の

一
般
投
票
と
、
石
の
専
門
家
た
ち

に
よ
る
「
県
の
石
」
の
選
考
が
行

わ
れ
、
西
牧
鉱
山
の
鶏
冠
石
が
群

馬
県
の
石
の
ひ
と
つ
と
し
て
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
般
の
人

た
ち
に
と
っ
て
も
、
専
門
家
に

と
っ
て
も
下
仁
田
町
の
西
牧
鉱
山

の
鶏
冠
石
が
「
す
ご
い
！
」
と
認

め
ら
れ
て
い
る
証
拠
で
す
。
日
本

全
国
の
県
の
石
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

県
の
専
門
家
に
よ
っ
て
読
み
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
て
、
一
冊
の
本
に

な
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
だ
け
知
っ
て
し
ま
っ
た
ら

実
際
に
鶏
冠
石
を
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
？
少
し
だ
け
鶏
冠

石
の
特
徴
を
お
話
し
す
る
と
、
鶏

冠
石
は
光
と
湿
気
に
弱
い
性
質
を

も
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
展
示

す
る
こ
と
で
光
に
あ
た
っ
て
い
る

と
、
綺
麗
な
赤
色
が
だ
ん
だ
ん
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

下
仁
田
町
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
下
仁

田
の
お
宝
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

世
界
に
誇
れ
る
下
仁
田
の
お
宝

世
界
に
誇
れ
る
下
仁
田
の
お
宝

▲西牧鉱山の鶏冠石
（群馬県立自然史博物館所蔵）

菅
原
久
誠（
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
）・
吉
川
和
男（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

に
し
の
ま
き
こ
う
ざ
ん

け
い
か
ん
せ
き

と
言
う
こ
と
で
、
青
倉
に
あ
る
下

仁
田
自
然
史
館
は
鶏
冠
石
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
ぜ

ひ
自
然
史
館
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。　

下
仁
田
町
の
鉱
山
に
関
す
る

情
報
を
ぜ
ひ
下
仁
田
自
然
史
館

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

☎
0
2
7
4
―
70
―
3
0
7
0

６月に入った新刊図書は次のとおりです。　新刊図書情報
著者名

林 真理子

見波利幸

麻倉一矢

鈴木信行

著者名

日高義樹

佐藤多佳子

曽野綾子

西尾維新

松本ぷりっつ

よこみぞゆり

著者名

ヨシタケ シンスケ

なかや みわ

鳥羽 亮

鳥羽 亮

藤井邦夫

辻堂魁

田口友隆

辻村深月

書名

我らがパラダイス

あの子が男性からうらやましいほど

愛されている101の理由

やめる勇気

サラリーマン川柳

なっとく傑作選３０回記念版

剣客大名 柳生俊平シリーズ

宝くじで１億円当たった人の末路

書名

誰が世界戦争を始めるのか

明るい夜に出かけて

フランス人は10着しか服を持たない

ファイナルレッスン

死ぬのもたいへんだ

掟上今日子の裏表紙

うちの３ねこ１～３巻

すみっコぐらし このままでいいんです

書名

つまんない つまんない

そらまめくんのはらっぱあそび

八丁堀吟味帳 鬼彦組シリーズ

隠目付江戸秘帳 幽霊舟

結城半蔵事件始末シリーズ

天人小五郎人情剣

５年後、金持ちになる人 貧乏になる人

かがみの孤城

ジェニファー・L・スコット

斎藤芳乃

NHK出版編

平成29年
8月1日発行
401号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
公
民
館
で
は
、
陶
芸
教
室
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
未
経
験
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。

◇
期
日
　
９
月
６
日
・
13
日
（
水
）
、
11

月
１
日
（
水
）
の
全
３
回

◇
時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

技
術
伝
承
室

◇
対
象
　
成
人

◇
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

◇
講
師
　
矢
嶋
敬
一
先
生
（
富
岡
市
）

◇
作
品
　
カ
ッ
プ
や
皿
、
花
瓶
な
ど
自
分

の
好
き
な
も
の
を
作
り
ま
す
。

◇
材
料
費
　
３
、
０
０
０
円

◇
用
意
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

２
本
、
ヘ
ラ
（
あ
る
方
）

※

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
開
始
　
８
月
１
日
（
火
）
〜

◇
問
合
せ
・
申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５

　
毎
年
恒
例
の
町
民
文
化
講
座
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。
心
温
ま
る
お
話
を
聞
い
て

心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
期
日
　
９
月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

◇
場
所
　
文
化
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
声
優
・
歌
手
　
佐
久
間
レ
イ
さ
ん 

◇
演
題
　
「
心
の
窓
を
あ
け
て
大
掃
除
！

き
っ
と
忘
れ
て
い
た
大
切
な
も
の
が
見
つ

か
り
ま
す
」

◇
内
容
　
歌
や
語
り
、
朗
読
劇
等
を
交
え

た
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
な
講
演
に
な
る
予

定
で
す

◇
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円(

発
売
中)

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
　
下
仁
田
町
公
民

館
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
文
化
協

会
各
団
体

◇
問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
事
務
局
（
下

仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５
）

　
富
岡
・
甘
楽
４
市
町
村
の
教
育
委
員
会

連
携
に
よ
る
「
か
ぶ
ら
文
化
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
と
み
お
か
市
民
大
学
校

の
認
定
講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
日
時
・
内
容
・
講
師
・
会
場
　
別
表
の

と
お
り

◇
対
象
者   

20
歳
以
上
の
人

◇
受
講
料
　
無
料

◇
定
員
　
富
岡
市
・
甘
楽
郡
全
体
で
70
人

（
先
着
順
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
８
月
１
日

（
火
）
〜
14
日
（
月
）
下
仁
田
町
公
民
館

（
☎
82―

３
５
３
５
）
へ
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※

１
講
座
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

陶
芸
教
室
の
ご
案
内

陶
芸
教
室
の
ご
案
内

町
民
文
化
講
座
に

お
越
し
く
だ
さ
い

町
民
文
化
講
座
に

お
越
し
く
だ
さ
い

「
か
ぶ
ら
文
化
講
座
」

受
講
生
募
集

「
か
ぶ
ら
文
化
講
座
」

受
講
生
募
集

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

１

２

３

４

５

日　　　　時

　９月　６日（水）
13：30～15：00
　９月２０日（水）
13：30～15：00
１０月　４日（水）
13：30～15：00

１０月１８日（水）
13：30～15：00

１１月　１日（水）
13：30～15：15

学　習　内　容

歴史が行き交う
いにしえの南牧村

七日市藩と加賀藩

日本酒文化とかぶらの酒蔵

長野県文化の　
甘楽郡への移入（閉講式）

講　　　　師

下仁田町歴史館　運営委員
副委員長　原田　喬　氏
群馬県立歴史博物館

教育普及係長　深澤　敦仁　氏
金沢市立玉川図書館

近世資料係長　袖吉　正樹　氏
県酒造組合技術委員長
西岡　義彦　氏

富岡製糸場総合研究センター
所長兼名誉顧問　今井　幹夫　氏

開 催 場 所

下仁田町
下仁田町公民館

南牧村
南牧村活性化センター

富岡市
生涯学習センター

甘楽町
甘楽町公民館
富岡市

生涯学習センター

（開講式）
中小坂鉄山と「たたら製鉄」

広
報しもにた

ホットニュースホットニュース公民館だより公民館だより
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「
居
場
所
」は
、ご
自
分
の
都
合
の
良

い
時
に
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
る
自
由
な
つ
ど
い
の
場
で
す
。

「
居
場
所
」に
出
掛
け
る
こ
と
で
、自

然
な
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
事
が

で
き
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

●
日
　時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
　所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

【
い
こ
い
処 

筋
ト
レ
の
参
加
者
の
声
】

◯
自
宅
で
転
倒
し
手
術
を
受
け
、そ

　
の
後
の
検
査
の
結
果
は
異
常
な
し

　
で
す
が
、痛
み
や
し
び
れ
や
筋
力

　
の
衰
え
が
続
き
ま
し
た
。こ
の
筋

　
ト
レ
を
始
め
て
か
ら
、じ
わ
じ
わ

　
と
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。静
か
で

　
誰
で
も
で
き
る
の
で
続
け
ら
れ
ま

　
す
。こ
こ
に
集
ま
り
楽
し
く
お
し
ゃ

　
べ
り
し
な
が
ら
筋
力
を
付
け
て
介

　
護
を
予
防
し
て
い
る
、こ
れ
は
、高

　
齢
者
が
元
気
で
い
る
事
で
、町
お

　
こ
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◯
普
段
は
夫
の
介
護
を
し
て
い
る
の

　
で
、寝
込
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
会
話
が
あ
り
、楽
し
い
交
流
が
で

　
き
る
場
所
、こ
こ
に
来
て
骨
密
度

　
も
上
が
り
ま
し
た
。

◯
活
動
量
計
も
使
っ
て
い
る
が
、足
の

　
筋
力
が
付
き
、燃
焼
し
や
す
い
身

　
体
に
な
り
ま
し
た
。身
体
が
し
っ
か

　
り
し
た
気
が
し
ま
す
。

◯
毎
日
坂
の
上
の
公
園
に
散
歩
し
て

　
い
る
が
、坂
道
も
早
く
上
が
れ
る

　
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ

デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。直
接

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
町
の『
居
場
所
』を
ご
紹
介

下
仁
田
町
の『
居
場
所
』を
ご
紹
介

貯筋のつどい　日程

８月

夏休み

９月

6日（水）・20日（水）

10月

4日（水）・18日（水）

11月

1日（水）・15日（水）

●
時
　間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
　所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、荒
天
の
場
合
は
お
休
み
で

す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、不
明
の
場
合
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包
括

支
援
係
　
内
線
３
２
８
 

 

平
成
29
年
度

胃
が
ん
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

　●
対
象
者
　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

64
歳
以
上
で
、
平
成
29
年
度
に
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
て
い
な
い
方

●
受
診
料
　
無
料

※
感
染
症
法
に
よ
り
65
歳
以
上
の
方
は
、

年
１
回
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
検
査
を
受

診
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
環
境
課
　
保
健
推

進
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

　が
ん
退
治
に
必
要
な
こ
と
は
早
期
発

見
、
早
期
治
療
で
す
。
初
期
の
う
ち
に
見

つ
け
れ
ば
治
る
確
率
は
飛
躍
的
に
上
が
り

ま
す
。
定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
地
区
割

り
を
し
て
あ
り
ま
す
が
、
都
合
が
悪
い
方

は
他
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
40
歳

以
上
74
歳
以
下
の
方

（
自
己
責
任
に
な
り
ま
す
が
75
歳
以
上
84

歳
以
下
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。
）

●
検
査
方
法
　胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

（
バ
リ
ウ
ム
）
検
査

●
受
診
料
　５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
保
健
推
進

係
　
☎
82
―
5
4
9
0

※
配
布
済
み
の
受
診
票
を
よ
く
お
読
み
に

な
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出
向

き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、
筋
力

ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど
を
地
域

の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お

茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
…

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
か
ら
午
後
12
時

●
対
象
者
　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２

平
成
29
年
度
結
核

検
診
（
２
次
）
日
程

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

川井地区集会所

　８月　２日（水）

　８月２３日（水）

　９月　６日（水）

　９月２０日（水）

１０月　４日（水）

１０月１８日（水）

１１月　１日（水）

１１月１５日（水）

三ツ瀬集会所講座名

介護予防体操

口腔機能向上講座

栄養改善講座

認知症講座

認知症予防講座

感染予防講座

手工芸講座

ウォーキング講座

８月　９日（水）

８月３０日（水）

９月１３日（水）

９月２７日（水）

１０月１１日（水）

１０月２５日（水）

１１月　８日（水）

１１月２２日（水）

時　間

　9：30～10：00

11：00～11：30

13：00～13：30

14：30～15：00

16：00～17：00

場　所検診日

馬山社会体育館

青倉社会体育館

下仁田町活性化センター（本宿）

小坂13区公会堂

下仁田町保健センター

8
月
30
日
（
水
）

※原則第１・第３水曜日に実施（祝祭日の際は変更あり）

広
報しもにた

健康健康

会　　　場

馬山社会体育館

青倉社会体育館

１３区公会堂

大平地区集会所 

下仁田町活性化センター（本宿）

保健センター

保健センター

保健センター

対象地区

9月 1日(金)

9月11日(月)

9月12日(火)

9月13日(水)

10月17日(火)

10月18日(水)

10月29日(日)

検 診 日

馬山地区

青倉地区

小坂地区

西牧地区

旭町区・東町区

川井区・吉崎区・栗山区

下町区・仲町区・上町区

受 付 時 間

午前7時30分～１０時３０分

午前7時30分～１０時

午前7時30分～8時30分

午前９時1５分～１0時45分

午前7時30分～１０時３０分

午前8時30分～　１０時30分

午前8時30分～　１０時30分

午前8時30分～　１０時30分
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「
居
場
所
」は
、ご
自
分
の
都
合
の
良

い
時
に
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
る
自
由
な
つ
ど
い
の
場
で
す
。

「
居
場
所
」に
出
掛
け
る
こ
と
で
、自

然
な
人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
事
が

で
き
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

●
日
　時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
　所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

【
い
こ
い
処 

筋
ト
レ
の
参
加
者
の
声
】

◯
自
宅
で
転
倒
し
手
術
を
受
け
、そ

　
の
後
の
検
査
の
結
果
は
異
常
な
し

　
で
す
が
、痛
み
や
し
び
れ
や
筋
力

　
の
衰
え
が
続
き
ま
し
た
。こ
の
筋

　
ト
レ
を
始
め
て
か
ら
、じ
わ
じ
わ

　
と
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。静
か
で

　
誰
で
も
で
き
る
の
で
続
け
ら
れ
ま

　
す
。こ
こ
に
集
ま
り
楽
し
く
お
し
ゃ

　
べ
り
し
な
が
ら
筋
力
を
付
け
て
介

　
護
を
予
防
し
て
い
る
、こ
れ
は
、高

　
齢
者
が
元
気
で
い
る
事
で
、町
お

　
こ
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◯
普
段
は
夫
の
介
護
を
し
て
い
る
の

　
で
、寝
込
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
会
話
が
あ
り
、楽
し
い
交
流
が
で

　
き
る
場
所
、こ
こ
に
来
て
骨
密
度

　
も
上
が
り
ま
し
た
。

◯
活
動
量
計
も
使
っ
て
い
る
が
、足
の

　
筋
力
が
付
き
、燃
焼
し
や
す
い
身

　
体
に
な
り
ま
し
た
。身
体
が
し
っ
か

　
り
し
た
気
が
し
ま
す
。

◯
毎
日
坂
の
上
の
公
園
に
散
歩
し
て

　
い
る
が
、坂
道
も
早
く
上
が
れ
る

　
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ

デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。直
接

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
町
の『
居
場
所
』を
ご
紹
介

下
仁
田
町
の『
居
場
所
』を
ご
紹
介

貯筋のつどい　日程

８月

夏休み

９月

6日（水）・20日（水）

10月

4日（水）・18日（水）

11月

1日（水）・15日（水）

●
時
　間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
　所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、荒
天
の
場
合
は
お
休
み
で

す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、不
明
の
場
合
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包
括

支
援
係
　
内
線
３
２
８
 

 

平
成
29
年
度

胃
が
ん
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

　●
対
象
者
　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

64
歳
以
上
で
、
平
成
29
年
度
に
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
て
い
な
い
方

●
受
診
料
　
無
料

※
感
染
症
法
に
よ
り
65
歳
以
上
の
方
は
、

年
１
回
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
検
査
を
受

診
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
環
境
課
　
保
健
推

進
係
　
☎
82
―
5
4
9
0

　が
ん
退
治
に
必
要
な
こ
と
は
早
期
発

見
、
早
期
治
療
で
す
。
初
期
の
う
ち
に
見

つ
け
れ
ば
治
る
確
率
は
飛
躍
的
に
上
が
り

ま
す
。
定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
地
区
割

り
を
し
て
あ
り
ま
す
が
、
都
合
が
悪
い
方

は
他
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
40
歳

以
上
74
歳
以
下
の
方

（
自
己
責
任
に
な
り
ま
す
が
75
歳
以
上
84

歳
以
下
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。
）

●
検
査
方
法
　胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

（
バ
リ
ウ
ム
）
検
査

●
受
診
料
　５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課
保
健
推
進

係
　
☎
82
―
5
4
9
0

※
配
布
済
み
の
受
診
票
を
よ
く
お
読
み
に

な
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出
向

き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、
筋
力

ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど
を
地
域

の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お

茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
…

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
か
ら
午
後
12
時

●
対
象
者
　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２

平
成
29
年
度
結
核

検
診
（
２
次
）
日
程

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

川井地区集会所

　８月　２日（水）

　８月２３日（水）

　９月　６日（水）

　９月２０日（水）

１０月　４日（水）

１０月１８日（水）

１１月　１日（水）

１１月１５日（水）

三ツ瀬集会所講座名

介護予防体操

口腔機能向上講座

栄養改善講座

認知症講座

認知症予防講座

感染予防講座

手工芸講座

ウォーキング講座

８月　９日（水）

８月３０日（水）

９月１３日（水）

９月２７日（水）

１０月１１日（水）

１０月２５日（水）

１１月　８日（水）

１１月２２日（水）

時　間

　9：30～10：00

11：00～11：30

13：00～13：30

14：30～15：00

16：00～17：00

場　所検診日

馬山社会体育館

青倉社会体育館

下仁田町活性化センター（本宿）

小坂13区公会堂

下仁田町保健センター

8
月
30
日
（
水
）

※原則第１・第３水曜日に実施（祝祭日の際は変更あり）

広
報しもにた

健康健康

会　　　場

馬山社会体育館

青倉社会体育館

１３区公会堂

大平地区集会所 

下仁田町活性化センター（本宿）

保健センター

保健センター

保健センター

対象地区

9月 1日(金)

9月11日(月)

9月12日(火)

9月13日(水)

10月17日(火)

10月18日(水)

10月29日(日)

検 診 日

馬山地区

青倉地区

小坂地区

西牧地区

旭町区・東町区

川井区・吉崎区・栗山区

下町区・仲町区・上町区

受 付 時 間

午前7時30分～１０時３０分

午前7時30分～１０時

午前7時30分～8時30分

午前９時1５分～１0時45分

午前7時30分～１０時３０分

午前8時30分～　１０時30分

午前8時30分～　１０時30分

午前8時30分～　１０時30分
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約３分間の健康講話が聞けます
月／タバコは口にも良くないことが…　火／便秘の注意事項
水／女性の基礎体温について　　　　　木／マンモグラフィ　乳がん検診の勧め
金／妊婦さんのための歯科支援　　　　土日／小学生の歯の外傷について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆８月１７日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問合せ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 8月 ☎０２７－２３４－４９７０

8～9月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　8月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月

児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

8月25日（金）

8月8日（火）
9月5日（火）

9月15日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし歯
予防指導、家族計画・授乳指導
育児相談、保健指導、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯科健
診、むし歯予防指導・希望者に
フッ素塗布、食生活指導と手作り
おやつの試食、保健指導、心理
発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健康
診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年4月～5月生まれ

平成29年1月～2月生まれ

平成２8年10月～11月生まれ

H２8年7月～8月生まれ

H２8年1月～2月生まれ

H２7年7月～8月生まれ

H２7年1月～2月生まれ

H２6年７月～8月生まれ

H２6年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

8月4日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。
◆８月２０日(日)菊池　修先生（もみの木こどもクリニック）  
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
8月7・14・
21・28日（月）

8月28日（月）

8月8日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

下仁田町公民館３階
大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　30日(水)
28日(木)
7日(月)
4日(月)

健康運動指導士

17日(木)
1日(金)
4日(金)
　8日(金)
　29日(火)
15日(金)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

31日(木)
22日(金)
　7日(月)
7日(木)
10日(木)
5日(火)

9日(水)
8日(金)
31日(木)
29日(金)
　1日(火)
14日(木)

28日(月)
27日(水)
23日(水)
20日(水)
29日(火)
27日(水)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

8月
9月
8月
9月

8月
9月
8月
9月
8月
9月

8月
9月
8月
9月
8月
9月

8月
9月
8月
9月
8月
9月

8月
9月
8月
9月
8月
9月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、ま
たは携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護師が
相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問合せ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

健康健康



27 26下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／タバコは口にも良くないことが…　火／便秘の注意事項
水／女性の基礎体温について　　　　　木／マンモグラフィ　乳がん検診の勧め
金／妊婦さんのための歯科支援　　　　土日／小学生の歯の外傷について
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆８月１７日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問合せ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 8月 ☎０２７－２３４－４９７０

8～9月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　8月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月

児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

8月25日（金）

8月8日（火）
9月5日（火）

9月15日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし歯
予防指導、家族計画・授乳指導
育児相談、保健指導、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯科健
診、むし歯予防指導・希望者に
フッ素塗布、食生活指導と手作り
おやつの試食、保健指導、心理
発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健康
診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年4月～5月生まれ

平成29年1月～2月生まれ

平成２8年10月～11月生まれ

H２8年7月～8月生まれ

H２8年1月～2月生まれ

H２7年7月～8月生まれ

H２7年1月～2月生まれ

H２6年７月～8月生まれ

H２6年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

8月4日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。
◆８月２０日(日)菊池　修先生（もみの木こどもクリニック）  
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
8月7・14・
21・28日（月）

8月28日（月）

8月8日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

下仁田町公民館３階
大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　30日(水)
28日(木)
7日(月)
4日(月)

健康運動指導士

17日(木)
1日(金)
4日(金)
　8日(金)
　29日(火)
15日(金)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

31日(木)
22日(金)
　7日(月)
7日(木)
10日(木)
5日(火)

9日(水)
8日(金)
31日(木)
29日(金)
　1日(火)
14日(木)

28日(月)
27日(水)
23日(水)
20日(水)
29日(火)
27日(水)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

8月
9月
8月
9月

8月
9月
8月
9月
8月
9月

8月
9月
8月
9月
8月
9月

8月
9月
8月
9月
8月
9月

8月
9月
8月
9月
8月
9月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、ま
たは携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護師が
相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問合せ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

健康健康
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月
8

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

8
月
26
日（
土
）・8
月
27
日（
日
）

１０
日（
木
）・18
日（
金
）・30
日（
水
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

８
日（
金
）・２０
日（
水
）・２８
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

町
県
民
税（
第
２
期
）、

国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）、

介
護
保
険
料（
第
２
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
２
期
）

納
期
限
は
い
ず
れ
も
８
月
３１
日

（
木
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

8
月
の
支
払
日

9
月
の
支
払
日

有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　12）
（　 6）
（　 6）
（　 0）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,721人
3,822人
3,899人
3,334世帯

転入  5人/  出生 4人
転出  14人/  死亡 7人

（7月1日現在）

（6月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

小金澤　と　 し

石 井　洋　雄

土 谷　幸　男

長 岡　義　明

佐 藤　利　夫

荻 野　　茂

（雄　司）

（　裕　）

（　収　）

（功　治）

（秀　幸）

（英　雄）

上青倉

旭町

土谷沢

大平

西野牧

横間

地　区
ご出産おめでとうございます

福田　澪音 　 （翼・有希子）  中　央

黒澤　七瀨 　 （福富・博美）  下　町

（保護者）出　生　児

6月届出分〈敬称略・順不同〉
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明治30年開業の上信電鉄。蚕種、石灰、
集団就職の金の卵、通学、上京、帰省・・・
たくさんのモノとヒトと想い出を運び、
今日もゴトゴト揺れながら走り続けています。

明治30年開業の上信電鉄。蚕種、石灰、
集団就職の金の卵、通学、上京、帰省・・・
たくさんのモノとヒトと想い出を運び、
今日もゴトゴト揺れながら走り続けています。 下仁田町下仁田町

広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙

２０１７年　８月　No７３６

有料広告募集中有料広告募集中

百
二
十
年
の
歴
史
を
持
つ
鉄
路
。
そ
の
存
在
に
感
謝
。

百
二
十
年
の
歴
史
を
持
つ
鉄
路
。
そ
の
存
在
に
感
謝
。

Shimonita
Pride in
上信電鉄

Shimonita
Pride in
上信電鉄

下仁田こんにゃく夏祭り割引券下仁田こんにゃく夏祭り割引券下仁田こんにゃく夏祭り割引券
■お願い■　「商工会青年部ブース」で使用できます。夏祭り当日に限ります。■お願い■　「商工会青年部ブース」で使用できます。夏祭り当日に限ります。

問い合わせ先
旭町親睦会（堀口好一）
☎0274-82-3269

イベント情報イベント情報

期　日
時　間
場　所

主　催
内　容

期　日
時　間
場　所

主　催
内　容

平成２９年８月６日（日）
午後１３時３０分～２０時
旭町中央通り
（上信電鉄下仁田駅から徒歩１分）
旭町親睦会
天空フルーツ流し・
カキ氷早食い大会・輪投げ
・千本くじ・本格射的ゲーム
■露天　焼き鳥・から揚げ
・焼きそば

平成２９年８月６日（日）
午後１３時３０分～２０時
旭町中央通り
（上信電鉄下仁田駅から徒歩１分）
旭町親睦会
天空フルーツ流し・
カキ氷早食い大会・輪投げ
・千本くじ・本格射的ゲーム
■露天　焼き鳥・から揚げ
・焼きそば

旭町七夕まつり旭町七夕まつり 下仁田こんにゃく夏祭り下仁田こんにゃく夏祭り
期　日
時　間
場　所
主　催
内　容

期　日
時　間
場　所
主　催
内　容

平成２９年８月14日（月）
午後１３時～２１時
こんにゃく広場
下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会
こんにゃく手作り体験（無料）
冷やしこんにゃくサービス（無料）
流しこんにゃくそうめん
打ち上げ花火 等

平成２９年８月14日（月）
午後１３時～２１時
こんにゃく広場
下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会
こんにゃく手作り体験（無料）
冷やしこんにゃくサービス（無料）
流しこんにゃくそうめん
打ち上げ花火 等

問い合わせ先
下仁田町商工観光課商工観光係内

☎0274-64-8805

クーポン内容 クーポン内容
からあげ
50円引き
からあげ
50円引き

クーポン内容
やきそば
50円引き
やきそば
50円引き

切り取り線切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線切り取り線

シャリシャリカルピス
50円引き
シャリシャリカルピス
50円引き


